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1

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
県
内
に
お
い
て

も
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
ま
た
、
震

災
・
原
発
の
影
響
で
本
県
に
避
難
さ
れ
て

い
る
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
国

保
の
基
本
理
念
で
も
あ
る
相
互
扶
助
の
精

神
を
発
揮
し
、
１
日
も
早
い
復
興
に
向
け

て
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
足
利
市
は
今
年
市
制
施
行
90
周

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
、
ま
ち
の
将
来
像
と
し

て
『
文
教
医
療
福
祉
都
市
』
を
目
指
す
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

足
利
市
と
い
え
ば
、
ご
存
知
「
足
利
学

校
」。
市
民
か
ら
「
学
校
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、

市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
を
活
か

し
な
が
ら
、
市
民
の
文
化
度
を
よ
り
高
め

る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
み
、
市
内
各
地

に
咲
く
文
化
の
花
が
さ
ら
に
華
や
か
に
咲

き
誇
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

ま
た
、
足
利
学
校
の
あ
る
街
に
ふ
さ
わ

し
い
学
び
舎
で
あ
り
た
い
と
、
昨
年
か
ら

小
中
学
校
で
の
論
語
素
読
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
４
月
か
ら
は
３
つ

の
中
学
校
を
小
規
模
特
認
校
に
認
定
し
、

県
内
初
の
土
曜
日
授
業
を
始
め
ま
し
た
。

足
利
学
校
の
学
び
の
特
長
は
「
自
学
自
習
」

で
す
。
こ
の
精
神
を
現
代
に
活
か
し
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
・
体
力
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
人
間
力
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

医
療
の
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
足
利
赤

十
字
病
院
が
、
よ
り
広
く
、
ま
た
設
備
も

さ
ら
に
充
実
し
て
、
７
月
１
日
か
ら
移
転

開
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
群
馬
県

側
も
含
め
た
両
毛
地
区
で
唯
一
の
三
次
救

急
病
院
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
契

機
に
医
療
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

休
日
夜
間
急
患
診
療
所
を
新
病
院
内
に
一

本
化
し
て
開
設
し
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

い
急
患
診
療
体
制
を
提
供
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
本
市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
な
ど
の
助
成
や
中
学
３
年
生
ま
で

の
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
不
妊
治
療
助

成
の
拡
充
（
１
回
20
万
円
）
な
ど
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
医
療
分
野
の
充
実
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
４
月
か

ら
後
期
高
齢
の
方
を
対
象
と
し
た
健
康
増

進
事
業
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
や
保
養
施

設
利
用
補
助
事
業
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と

こ
ろ
で
す
。

福
祉
の
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
介
護

保
険
料
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
良
質
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
を
も
っ
た
方

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

本
市
は
凪
ぎ
の
状
態
で
あ
り
ま
し
た
が
、

も
と
も
と
変
化
に
富
ん
だ
新
た
な
価
値
の

創
造
に
は
関
心
の
高
い
土
地
柄
。
先
人
が

築
い
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
て
新
た

な
魅
力
を
積
み
上
げ
、
輝
け
る
「
文
教
医

療
福
祉
都
市
」
の
実
現
を
名
実
と
も
に
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

足利市長
大豆生田　実

輝
け
る

「
文
教
医
療
福
祉
都
市
」

             

を
目
指
し
て

巻頭言
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市
町
村
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
事
業
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

健
全
か
つ
適
正
な
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

は
じ
め
に

我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
の
進
行

は
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
医
療
技
術
の
高
度

化
な
ど
の
要
因
と
も
相
ま
っ
て
医
療
費
の
大

幅
な
増
大
を
も
た
ら
し
、
各
医
療
保
険
の
事

業
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

特
に
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
の
年
齢
構
成
が
高
く
、
所
得
水
準
が

低
い
と
い
っ
た
構
造
的
な
脆
弱
さ
を
有
し
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
収
納
率
低
下
に
よ
る

保
険
料
（
税
）
収
入
の
伸
び
悩
み
の
影
響
な

ど
も
加
わ
り
、
各
保
険
者
の
財
政
は
、
ま
す

ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
国
の
高
齢
者
医
療
制
度
改

革
会
議
で
昨
年
末
に
示
さ
れ
た
最
終
と
り
ま

と
め
で
は
、
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
の
あ

り
方
に
併
せ
、
国
民
健
康
保
険
を
都
道
府
県

単
位
で
財
政
運
営
す
る
案
が
示
さ
れ
た
が
、

関
連
法
案
は
い
ま
だ
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
、
国
保
の
構
造
的
な
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
基
盤
強
化
策
な
ど
に
つ
い

て
、
現
在
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い

て
検
討
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
国
保
制
度
は
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市

町
村
保
険
者
、
国
民
健
康
保
険
組
合
及
び
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
お
け
る
、
平
成

23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
上
の
留

意
事
項
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

平成 23 年度

国民健康保険事業運営に係る
留 意 事 項

平成23年4月
栃木県保健福祉部国保医療課

事
業
運
営
に
当
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　

留
意
事
項

市
町
村
保
険
者
に
関
す
る
事
項

１
　
事
業
運
営
の
適
正
化
の
推
進

a

国
民
健
康
保
険
事
業
計
画
の
策
定

s

適
正
な
予
算
編
成

市
町
村
保
険
者
（
以
下
「
市
町
村
」
と

い
う
。）
は
、
国
民
健
康
保
険
の
円
滑
か
つ

効
果
的
な
事
業
運
営
を
図
る
た
め
、
次
年

度
の
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
事
業
運
営
の

指
針
と
な
る
事
業
計
画
を
策
定
す
る
も
の

と
す
る
。

事
業
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
各

事
業
ご
と
に
、
当
該
年
度
ま
で
の
実
績
に

つ
い
て
把
握
・
分
析
し
た
上
で
新
た
な
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
、
同
時
に
、
目

標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
対
応
方
法
に

つ
い
て
も
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
円
滑
な
事
業

運
営
に
は
、
国
民
健
康
保
険
主
管
課
の
み

な
ら
ず
税
務
、
保
健
、
住
民
基
本
台
帳
担

当
課
等
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、

事
業
計
画
策
定
に
際
し
て
も
、
そ
れ
ら
関

係
各
課
と
の
十
分
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
の
実
施
段
階
に
お
い
て
は

常
に
目
標
に
関
す
る
進
行
管
理
を
行
い
、

事
業
運
営
上
の
問
題
点
を
的
確
に
把
握
し

速
や
か
に
対
処
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

の
遅
延
等
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
願
い
た

い
。
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国
民
健
康
保
険
事
業
の
実
質
単
年
度
収

支
の
赤
字
が
連
続
で
発
生
し
て
い
る
市
町

村
に
お
い
て
は
、
早
期
の
赤
字
解
消
に
努

め
ら
れ
た
い
。

赤
字
解
消
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
な
保

険
料
（
税
）
収
入
の
確
保
が
基
本
と
は
な

る
が
、
安
易
な
保
険
料
（
税
）
率
引
き
上

げ
は
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、

保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
、
医
療

費
適
正
化
対
策
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
対

応
を
図
っ
た
上
で
そ
の
効
果
を
見
極
め
る

こ
と
と
し
、
最
終
的
に
保
険
料
（
税
）
率

を
引
き
上
げ
る
場
合
に
も
、
過
大
な
も
の

と
な
ら
な
い
よ
う
、
歳
入
、
歳
出
の
バ
ラ

ン
ス
に
留
意
し
た
適
正
な
保
険
料
（
税
）

率
の
設
定
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
さ
れ
た

い
。

d

赤
字
市
町
村
に
お
け
る
財
政
の
健
全
化

平
成
20
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下

の
前
期
高
齢
者
の
加
入
率
に
応
じ
た
財
政

調
整
制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
２
年
後
に

実
績
に
基
づ
き
精
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
留
意
願
い
た
い
。

f

前
期
高
齢
者
財
政
調
整
に
つ
い
て

２
　
国
民
健
康
保
険
資
格
適
用
の
適
正
化

a

被
保
険
者
資
格
得
喪
の
早
期
把
握

現
行
の
退
職
者
医
療
制
度
は
廃
止
さ
れ
た

が
、
現
行
制
度
か
ら
の
円
滑
な
移
行
を
図

る
た
め
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成
26
年
度

ま
で
の
間
に
お
け
る
65
歳
未
満
の
退
職
者

を
対
象
と
し
て
現
行
の
退
職
者
医
療
制
度

は
存
続
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
65
歳
以
上

74
歳
以
下
で
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
っ
て
い
た
者
は
、
国
民
健
康
保
険
の

一
般
被
保
険
者
と
な
っ
た
こ
と
に
注
意
さ

れ
た
い
。

退
職
被
保
険
者
等
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
４
月
か
ら
、
退
職
者
本
人
に
つ

い
て
届
け
出
ら
れ
る
べ
き
事
項
を
市
町
村

が
公
簿
等
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
は
、
当
該
届
出
を
省
略
し
て
退

職
被
保
険
者
と
し
て
適
用
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
、

退
職
被
扶
養
者
に
つ
い
て
も
市
町
村
が
公

簿
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
届

出
を
省
略
し
て
職
権
適
用
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
と
な
る
世
帯
へ

の
周
知
と
積
極
的
な
適
用
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

ま
た
、
上
記
取
扱
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
、
参
考
資
料
と
し
て
栃
木
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
（
以
下
「
国
保
連
合
会
」

と
い
う
。）
か
ら
市
町
村
に
送
付
さ
れ
て
い

る
年
金
受
給
権
者
一
覧
表
と
被
保
険
者
台

帳
を
活
用
し
該
当
者
リ
ス
ト
を
作
成
す
る

等
、
対
象
者
の
適
正
な
把
握
に
努
め
ら
れ

た
い
。

な
お
、
退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
適
用
に

つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被
保

険
者
等
に
係
る
適
用
に
つ
い
て
」（
平
成
15

年
３
月
31
日
付
け
厚
生
労
働
省
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
長
通
知
）
の
ほ
か
、「
国
民

健
康
保
険
の
退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
適

用
の
適
正
化
に
つ
い
て
」（
平
成
８
年
10
月

31
日
付
け
厚
生
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険

課
長
通
知
）、「
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被

保
険
者
等
に
係
る
適
用
の
適
正
化
対
策
に

つ
い
て
」（
平
成
17
年
９
月
16
日
保
国
発
第

０
９
１
６
０
０
１
号
）、「
国
民
健
康
保
険

の
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
に
係
る
適

s

退
職
被
保
険
者
等
適
用
の
適
正
化

被
保
険
者
資
格
の
的
確
な
把
握
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
運
営
の
基
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

法
令
等
に
基
づ
く
資
格
得
喪
の
届
出
励
行

平
成
23
年
度
に
、
国
保
税
の
医
療
給
付

費
分
に
係
る
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、
国

の
基
準
が
50
万
円
か
ら
51
万
円
に
、
後
期

高
齢
者
支
援
等
分
に
係
る
賦
課
限
度
額
に

つ
い
て
は
、
13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
ま

た
、
介
護
納
付
金
分
に
つ
い
て
は
10
万
円

か
ら
12
万
円
に
改
正
さ
れ
た
の
で
、
未
達

成
の
市
町
は
、
関
係
条
例
の
改
正
に
よ
る

早
期
の
限
度
額
引
き
上
げ
等
に
つ
い
て
検

討
願
い
た
い
。

ま
た
、
今
後
、
予
算
補
正
等
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
は
、「
平
成
23
年

度
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
の
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」（
平

成
22
年
12
月
27
日
付
け
厚
生
労
働
省
保
険

局
国
民
健
康
保
険
課
長
通
知
）
に
十
分
留

意
願
い
た
い
。

に
つ
い
て
、
啓
発
資
料
、
市
町
村
広
報
誌

な
ど
を
活
用
し
、
被
保
険
者
へ
の
周
知
徹

底
を
図
り
、
そ
の
協
力
を
求
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
社
会
保
険
離
脱
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
資
格
の
取
得
、
あ
る
い
は
、
社
会

保
険
加
入
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
資
格
の

喪
失
等
が
あ
っ
た
場
合
に
、
市
町
村
に
お

い
て
把
握
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ

ゆ
る
遡
及
適
用
や
保
険
料
（
税
）
の
二
重

賦
課
等
の
問
題
が
発
生
し
、
保
険
給
付
、

保
険
料
（
税
）
の
賦
課
・
収
納
等
に
係
る

円
滑
な
事
務
処
理
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
早
期
把
握
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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用
に
つ
い
て
」（
平
成
20
年
３
月
31
日
保
発

第
０
３
３
１
０
０
１
号
）、「
国
民
健
康
保

険
の
退
職
被
保
険
者
に
係
る
適
用
に
つ
い

て
」
Ｑ
＆
Ａ
等
の
送
付
に
つ
い
て
」（
平
成

20
年
６
月
２
日
付
け
厚
生
労
働
省
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
退
職
者
医
療
係
事
務
連

絡
）
な
ど
を
参
考
と
し
て
対
象
者
の
早
期

把
握
・
適
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
資

格
取
得
日
ま
で
の
遡
及
適
用
、
保
険
料

（
税
）、
保
険
給
付
費
の
振
替
処
理
等
に
つ

い
て
も
確
実
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

外
国
人
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
資
格

の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
外
国
人
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
の
適
用
に
つ
い
て
」（
平
成

16
年
６
月
８
日
付
け
厚
生
労
働
省
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
長
通
知
※
平
成
22
年
６

月
24
日
付
け
厚
生
労
働
省
告
示
第
２
４
６

号
に
よ
り
一
部
改
正
）
な
ど
を
参
考

と
し
て
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た

い
。な

お
、
国
民
健
康
保
険
資
格
の
適
用
に

当
た
っ
て
は
、
本
人
へ
の
聞
き
取
り
や
日

本
年
金
機
構
へ
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
よ

り
、
当
該
外
国
人
が
健
康
保
険
等
被
用
者

保
険
の
対
象
者
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

よ
う
、
併
せ
て
留
意
さ
れ
た
い
。

d

外
国
人
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
資
格
の
適
用
に
つ
い
て

居
所
不
明
被
保
険
者
に
係
る
国
民
健
康

保
険
資
格
の
喪
失
確
認
処
理
に
つ
い
て
は
、

「
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
喪
失

確
認
処
理
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
平

成
４
年
３
月
31
日
付
け
厚
生
省
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
長
通
知
）
な
ど
を
参
考
と

し
て
適
正
に
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
担
当
課

等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
事
務
処
理
に
遺

漏
の
な
い
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。

な
お
、
同
通
知
に
基
づ
く
、
居
所
不
明

被
保
険
者
に
係
る
資
格
喪
失
確
認
処
理
の

取
扱
要
領
の
策
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
市

町
に
あ
っ
て
は
、
早
期
に
策
定
し
、
そ
の

適
正
運
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

f

居
所
不
明
被
保
険
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
適
用
の

適
正
化
及
び
第
三
者
行
為
に
係
る
求
償
権

の
行
使
に
つ
い
て
」（
昭
和
50
年
７
月
１
日

付
け
厚
生
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
長

通
知
）
を
参
考
と
し
て
適
用
の
適
正
化
月

間
を
設
定
し
、
被
保
険
者
資
格
の
適
用
に

g

適
用
の
適
正
化
月
間
の
設
定
に
つ
い
て

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
が
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、「
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
が

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
る
こ

と
に
伴
う
被
扶
養
者
の
国
民
健
康
保
険
の

資
格
取
得
手
続
き
等
に
関
す
る
対
応
等
に

つ
い
て
」（
平
成
20
年
３
月
28
日
付
け
厚
生

労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
長
通
知
）

等
を
参
考
に
適
切
に
実
施
願
い
た
い
。

h

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
改
正
に
つ
い
て

３
　
保
険
料（
税
）の
適
正
な
賦
課
の
推
進

a

所
得
等
の
把
握

s

適
正
な
保
険
料
（
税
）
の
賦
課

保
険
料
（
税
）
の
適
正
な
賦
課
を
行
う

前
提
と
し
て
、
正
確
な
所
得
等
の
把
握
が

必
要
と
な
る
。

ま
た
、
平
成
13
年
１
月
以
降
、
高
額
療

養
費
の
算
定
に
お
い
て
所
得
未
申
告
世
帯

は
上
位
所
得
者
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
平
成
14
年
10
月

以
降
、
70
才
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
一

定
以
上
所
得
者
と
そ
れ
以
外
の
者
と
で
自

己
負
担
割
合
等
が
異
な
る
も
の
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
適
正
に
所
得
等
の
把
握
を
行

う
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
被
保
険
者
に
対

し
自
発
的
な
申
告
に
関
す
る
積
極
的
な
啓

発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
適
用
の
適
正

化
月
間
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
、
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
所
得
未
申
告
世
帯
、

所
得
零
世
帯
等
に
対
す
る
実
地
調
査
・
指

導
を
集
中
的
に
実
施
す
る
な
ど
に
よ
り
、

的
確
な
所
得
等
の
把
握
に
努
め
ら
れ
た
い
。

平
成
20
年
度
か
ら
、
保
険
料
（
税
）
の
賦

課
は
、
医
療
給
付
費
分
と
介
護
納
付
金
分

に
加
え
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
を
合
算
す

る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
賦

課
割
合
、
賦
課
限
度
額
の
設
定
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
各
点
に
留
意
し
つ
つ
、
被
保

険
者
間
の
負
担
の
公
平
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
よ
う
、
適
正
に
対
応
さ
れ
た
い
。

①
　
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
割
合
が
応
能

割
に
偏
っ
て
い
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、

つ
い
て
疑
義
の
あ
る
者
の
抽
出
・
調
査
等

を
行
い
、
計
画
的
、
集
中
的
な
適
用
の
適

正
化
を
図
ら
れ
た
い
。
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そ
の
格
差
是
正
を
図
る
た
め
、
早
期
の

保
険
料
（
税
）
率
見
直
し
が
望
ま
れ
る
。

保
険
料
（
税
）
の
賦
課
割
合
の
格
差

是
正
に
当
た
っ
て
は
、
国
が
規
定
す
る

標
準
割
合
で
あ
る
応
能
割：

応
益
割
＝

50：

50
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た

い
。

②
　
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

度
に
国
の
医
療
給
付
費
分
に
係
る
基
準

が
50
万
円
か
ら
51
万
円
に
、
後
期
高
齢

者
支
援
分
に
係
る
基
準
が
13
万
円
か
ら

14
万
円
に
、
介
護
納
付
金
分
に
係
る
基

準
が
10
万
円
か
ら
12
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
未
達
成
の
市
町
は

関
係
条
例
の
改
正
に
よ
る
早
期
の
限
度

額
引
き
上
げ
に
つ
い
て
検
討
願
い
た
い
。

③
　
平
成
22
年
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
（
税
）
の

軽
減
割
合
が
、
保
険
料
（
税
）
の
応
益

割
合
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
７

割
・
５
割
・
２
割
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

行
え
な
い
場
合
に
は
、
６
割
・
４
割
と

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
６
割
・
４

割
軽
減
が
行
え
な
い
場
合
に
は
、
５

割
・
３
割
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
留
意
願
い
た
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
に

関
す
る
届
出
の
遅
延
等
に
よ
り
、
遡
及
し

て
国
保
資
格
を
適
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
の
当
該
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料

（
税
）
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
法
あ

る
い
は
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
保
険

料
に
つ
い
て
は
２
年
、
保
険
税
に
つ
い
て

は
３
年
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
遡
及
し
て
賦
課

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
法
令
の
規

定
に
基
づ
く
適
正
な
事
務
処
理
に
留
意
さ

れ
た
い
。

な
お
、
保
険
料
（
税
）
の
遡
及
賦
課
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
被
保
険
者
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
収
納
率
の
低
下
等
を
招
く
こ

と
が
な
い
よ
う
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、

被
保
険
者
に
対
す
る
主
旨
の
説
明
等
に
つ

い
て
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

d

保
険
料
（
税
）
遡
及
賦
課
の
実
施

平
成
20
年
度
か
ら
、
制
度
創
設
時
の
後

期
高
齢
者
又
は
制
度
創
設
後
に
75
歳
に
到

達
す
る
者
が
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
同

じ
世
帯
に
属
す
る
国
保
被
保
険
者
の
保
険

料
（
税
）
が
従
前
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
、

①
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
に
対
す

る
配
慮
、
②
世
帯
割
で
賦
課
さ
れ
る
保
険

料
（
税
）
の
軽
減
措
置
が
５
年
間
実
施
さ

れ
て
い
る
の
で
、
適
正
に
実
施
願
い
た
い
。

f

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
軽
減
措
置
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
か
ら
世
帯
内
の
国
保
被
保

険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯

の
世
帯
主
（
擬
制
世
帯
を
除
く
。）
に
つ
い

て
、
国
保
保
険
料
（
税
）
が
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
が
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
特
別
徴
収

の
対
象
者
の
う
ち
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
市
町
村
が
適

当
と
認
め
る
場
合
は
、
口
座
振
替
で
の
納

付
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、

対
象
被
保
険
者
に
対
す
る
周
知
及
び
被
保

険
者
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
適
切
な
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

g

国
保
料（
税
）の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
か
ら
非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
離
職
日
の

翌
日
に
属
す
る
月
か
ら
離
職
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
末
ま
で
、
前
年
の
給
与
所
得

を
30
／
100
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
計

算
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
の
算

定
に
当
た
っ
て
も
、
非
自
発
的
失
業
者
の

所
得
額
に
つ
い
て
30
／
100
と
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
の
で
留
意
願
い
た
い
。

h

非
自
発
的
失
業
者
の
国
保
税
の
軽
減
に
つ
い
て

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
制
度
創
設

時
の
後
期
高
齢
者
又
は
制
度
創
設
後
に
75

歳
に
到
達
す
る
者
が
被
用
者
保
険
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
か
ら

国
保
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
（
旧
被
扶
養

者
）
に
つ
い
て
、
新
た
に
国
保
の
保
険
料

（
税
）
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
全

市
町
に
お
い
て
条
例
等
に
よ
り
、
当
該
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
２
年
間
保

険
料
（
税
）
を
軽
減
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
平
成
22
年
４
月
か
ら

２
年
間
の
期
限
が
撤
廃
さ
れ
、
当
面
の
間

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
留
意
願

い
た
い
。

４
　
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
の
推
進

本
県
に
お
け
る
平
成
21
年
度
の
現
年
度
分

の
保
険
税
の
県
平
均
収
納
率
は
、
前
年
度
に

比
べ
０
・
37
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
84
・
77
％

と
な
っ
た
。
全
国
の
平
均
は
、
０
・
34
ポ
イ

ン
ト
低
下
の
88
・
01
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
県
の
収
納
率
の
順
位
は
昨
年
度
に

引
続
き
46
位
と
な
っ
た
。

平
成
17
年
２
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
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５
　
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

a

特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
か
ら
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、

こ
の
取
組
は
被
保
険
者
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
の
向
上
を
図
り
、
結
果
と
し
て
医
療

費
の
適
正
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
趣
旨
と
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
を
踏
ま

え
、
各
医
療
保
険
者
が
定
め
る
「
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
」
の
目
標
値
達
成
に

向
け
て
、
実
施
方
法
の
創
意
工
夫
や
普
及

啓
発
を
通
じ
て
着
実
に
実
施
体
制
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
率
向
上
に
今
後
も
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

納
期
内
納
入
対
策
と
し
て
、
口
座
振
替

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
実
施
に
よ
る
口
座
振

替
利
用
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
納
付

回
数
の
増
加
や
他
の
税
目
の
納
期
と
競
合

し
な
い
納
期
の
設
定
、
土
・
日
曜
日
の
納

税
相
談
窓
口
の
開
設
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
、
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
納
付
義
務
者
が

保
険
料
（
税
）
を
納
付
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
も
留
意
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
被
保
険
者
の
納
付
機
会
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
保
険

税
を
採
用
し
て
い
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
５
８
条
の
２
の

規
定
に
よ
り
保
険
税
収
納
事
務
の
私
人
委

託
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
、
そ
の

活
用
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

a

納
付
し
や
す
い
環
境
の
整
備

s

滞
納
の
実
態
等
の
把
握
・
分
析

短
期
被
保
険
者
証
の
活
用
等
に
よ
り
滞
納

者
と
の
接
触
の
機
会
の
確
保
に
努
め
な
が

ら
、
納
税
相
談
、
戸
別
訪
問
等
に
よ
り
、

滞
納
者
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

滞
納
原
因
別
、
所
得
階
層
別
、
職
業
別
、

地
区
別
等
の
区
分
に
よ
り
滞
納
状
況
を
把

握
・
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
く

具
体
的
収
納
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
徴

収
活
動
等
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

被
保
険
者
間
の
負
担
の
公
平
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
も
、
悪
質
滞
納
者
に
対
す
る

資
格
証
明
書
の
交
付
、
保
険
給
付
の
全
部

又
は
一
部
の
支
払
い
の
一
時
差
止
、
差
止

め
に
係
る
保
険
給
付
の
滞
納
額
へ
の
充
当

な
ど
諸
対
策
の
連
携
を
図
り
、
滞
納
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
資
格
証
明
書
の
交
付
後
も
滞
納

者
と
の
接
触
の
機
会
を
持
ち
、
納
税
相
談

等
に
よ
り
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

な
お
、
滞
納
者
が
再
三
の
催
促
・
督
促

に
も
か
か
わ
ら
ず
納
税
に
応
じ
な
い
場
合

は
、
積
極
的
に
差
押
を
実
施
さ
れ
た
い
。

併
せ
て
、
差
押
財
産
の
換
価
対
策
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
導
入
も
検
討
さ

d

滞
納
者
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

収
納
率
向
上
対
策
本
部
の
設
置
な
ど
全

庁
的
な
徴
収
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

例
え
ば
、
市
町
村
幹
部
職
員
自
ら
が
定
期

的
な
戸
別
訪
問
に
よ
り
納
税
指
導
・
徴
収

を
行
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ

せ
た
積
極
的
な
収
納
率
向
上
へ
の
取
組
が

望
ま
れ
る
。

ま
た
、
嘱
託
徴
収
員
等
を
活
用
し
て
い
る

市
町
村
に
お
い
て
も
、
徴
収
事
務
を
嘱
託

徴
収
員
等
の
み
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
職

員
と
の
役
割
分
担
を
定
め
、
効
果
的
・
効

率
的
な
取
組
が
な
さ
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。

f

徴
収
体
制
の
整
備

平
成
16
年
度
か
ら
、
国
保
連
合
会
に
、

市
町
村
保
険
者
の
収
納
率
の
向
上
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
国
保
財
政
の
安
定
化
に

資
す
る
た
め
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が

設
け
ら
れ
た
の
で
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ

た
い
。

g

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

れ
た
収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
（
例
）
を
参
考

に
、
各
保
険
者
に
お
い
て
収
納
対
策
緊
急
プ

ラ
ン
を
策
定
の
上
、現
年
度
分
の
み
な
ら
ず
、

過
年
度
分
の
収
納
率
向
上
に
も
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

れ
た
い
。

滞
納
に
伴
い
延
滞
金
が
発
生
す
る
場
合

に
は
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
必
ず
延
滞

金
を
調
定
し
、
徴
収
さ
れ
た
い
。

な
お
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
、
資
格
証

明
書
の
交
付
世
帯
に
お
け
る
高
校
生
世
代

以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
資
格
証
明
書

に
替
え
て
有
効
期
間
を
６
月
と
す
る
被
保

険
者
証
を
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

の
で
留
意
さ
れ
た
い
。
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s

診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
点
検
調
査

①
　
医
療
費
適
正
化
の
中
で
も
重
要
な
対

策
で
あ
る
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
に
つ
い

て
、
本
県
の
過
誤
調
整
に
お
け
る
効
果

額
及
び
効
果
率
が
、
こ
こ
数
年
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

点
検
効
果
の
向
上
を
図
る
た
め
、
年
度

当
初
に
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
た
実

施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
医
療

事
務
経
験
者
を
嘱
託
員
と
し
て
採
用
す

る
な
ど
、
点
検
体
制
の
一
層
の
充
実
・

強
化
に
つ
い
て
配
慮
願
い
た
い
。
ま
た
、

診
療
報
酬
点
数
表
と
の
照
合
の
徹
底
、

調
剤
報
酬
明
細
書
と
の
突
合
、
手
書
き

レ
セ
プ
ト
の
検
算
、
縦
覧
点
検
の
強
化

等
、
傷
病
名
と
診
療
行
為
の
妥
当
性
の

確
認
等
に
留
意
さ
れ
た
い
。

②
　
第
三
者
求
償
事
務
の
円
滑
な
処
理
を

図
る
た
め
、
国
保
連
合
会
が
実
施
し
て

い
る
第
三
者
求
償
事
務
共
同
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
、
事
務
の
適
正
化
、
効

率
化
を
進
め
ら
れ
た
い
。

③
　
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
結
果
等
か
ら
得

ら
れ
た
諸
資
料
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
等
に
お
い
て
有
効
活
用
を
図
ら
れ
た

い
。

④
　
県
が
行
う
保
険
医
療
機
関
の
指
導
等

に
反
映
で
き
る
よ
う
、
診
療
報
酬
請
求

に
問
題
の
あ
る
保
険
医
療
機
関
等
に
つ

い
て
は
、
適
宜
、
県
に
対
し
必
要
な
情

報
の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

国
保
連
合
会
が
作
成
す
る
疾
病
分
類
統
計

表
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
疾
病
構
造
や
、

長
期
入
院
者
・
重
複
・
頻
回
受
診
者
の
状

況
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
基
に
、
各
市

町
村
に
お
け
る
医
療
費
等
の
現
状
と
問
題

点
を
把
握
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
保
健
師
に
よ
る
訪
問
指
導
、

適
正
受
診
に
向
け
た
被
保
険
者
の
啓
発
等

に
お
い
て
も
有
効
活
用
し
、
医
療
費
の
適

正
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

d

医
療
費
等
の
分
析
・
活
用

い
わ
ゆ
る
社
会
的
入
院
の
解
消
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
長
期
入

院
患
者
等
の
状
況
を
把
握
の
上
、
在
宅
医

療
等
が
可
能
な
者
に
つ
い
て
は
、
家
庭
復

帰
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健

施
設
へ
の
入
所
を
促
進
す
る
な
ど
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
等
関
係
部
門
と
の
連
携

の
下
、
総
合
的
な
在
宅
医
療
等
の
推
進
を

図
ら
れ
た
い
。

f

在
宅
医
療
等
の
推
進

重
複
・
頻
回
受
診
者
に
対
す
る
保
健
師
の

訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、「
重
複
・
頻
回
受

診
者
に
係
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
10
年
８
月
５

日
保
険
発
第
１
２
６
号
）
な
ど
を
参
考
と

し
て
積
極
的
な
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

g

重
複
・
頻
回
受
診
者
対
策
の
推
進

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

に
つ
い
て
は
、
患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療

保
険
財
政
の
健
全
化
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、

普
及
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
国
か
ら
の
通
知
「
国
民
健
康
保

険
に
お
け
る
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
）
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
」（
平

成
21
年
１
月
20
日
保
国
発
０
１
２
０
０
０

１
号
）
を
踏
ま
え
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
の
配
布
等
後
発
医
薬
品
に

つ
い
て
の
啓
発
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
中
に
保
険
者
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
国
保
連
合

会
に
利
用
差
額
通
知
の
作
成
事
務
を
委
託

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、(

社)

国
民

健
康
保
険
中
央
会
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
進
め
て
い
る
の
で
、
実
施
に
向
け

た
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

h

後
発
医
薬
品
の
活
用
促
進

６
　
保
健
事
業
の
推
進

a

保
健
事
業
の
推
進

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
以

外
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
衛

生
部
門
や
地
域
の
関
係
機
関
（
医
師
会
、

医
療
機
関
等
）、
関
係
団
体
等
（
専
門
職
能

団
体
、
地
区
組
織
・
団
体
）
と
の
連
携
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
地
域

支
援
体
制
を
構
築
し
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
新
た
な
事
業
展

開
を
図
ら
れ
た
い
。

s

直
営
診
療
施
設
の
有
効
活
用

直
営
診
療
施
設
を
設
置
し
て
い
る
市
町

に
お
い
て
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各

分
野
に
お
け
る
総
合
的
な
機
能
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
関
係
部
課
と
の
連
携
を
確
保

し
つ
つ
、
そ
の
有
効
活
用
に
努
め
ら
れ
た

い
。
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７
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
充
実

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
健
全
か
つ
安
定
的
な
運

営
を
確
保
す
る
上
で
の
重
要
な
審
議
機
関

で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
現

状
と
そ
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
適
宜
、

協
議
会
委
員
に
対
し
情
報
の
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
計
画
・

予
算
、
保
険
料
（
税
）
率
変
更
な
ど
、
事

業
運
営
の
基
本
と
な
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
は
、
協
議
会
に
お
け
る
十
分
な
審
議
結

果
を
踏
ま
え
た
上
で
意
思
決
定
が
な
さ
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

８
　
個
人
情
報
保
護
の
徹
底

情
報
処
理
技
術
の
高
度
化
や
外
部
委
託

の
普
及
等
に
伴
い
、
被
保
険
者
等
の
個
人

情
報
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
従
来
に
も
増

し
て
慎
重
か
つ
適
正
を
期
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
保
険
者
に
お
け

る
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
に
つ
い
て
」（
平

成
15
年
３
月
14
日
厚
生
労
働
省
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
長
通
知
）
に
よ
り
、「
国
民

健
康
保
険
市
町
村
保
険
者
に
お
け
る
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
指
針
」
が
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
管
理
体
制
の
強
化

等
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
願
い
た
い
。

ま
た
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
15
年
法
律

第
57
号
）
等
個
人
情
報
保
護
関
連
法
令
が

全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人
情

報
と
し
て
の
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
開
示

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
法
令
の
趣
旨
及
び

法
令
に
基
づ
く
手
続
を
確
認
す
る
観
点
か

ら
「
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
被
保
険
者
へ

の
開
示
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
３
月
31
日

保
発
第
０
３
３
１
０
０
７
号
）
が
示
さ
れ

た
の
で
、
留
意
願
い
た
い
。

９
　
広
域
化
等
支
援
方
針
に
つ
い
て

各
市
町
に
は
２
回
の
連
携
会
議
、
さ
ら

に
、
関
係
市
町
に
は
３
回
の
連
携
会
議
事

務
部
会
に
お
い
て
御
協
力
い
た
だ
き
、
平

成
22
年
11
月
に
「
栃
木
県
市
町
村
国
民
健

康
保
険
広
域
化
等
支
援
方
針
」
を
策
定
し

た
。
本
方
針
に
被
保
険
者
規
模
別
の
収
納

率
目
標
と
、
達
成
状
況
に
応
じ
た
措
置
を

規
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
の

s

被
保
険
者
に
対
す
る
啓
発
の
推
進

国
民
健
康
保
険
事
業
の
円
滑
な
推
進
に

は
、
被
保
険
者
の
国
民
健
康
保
険
制
度
に

つ
い
て
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
被
保
険
者
に
対
し
、
国
民

健
康
保
険
事
業
実
施
に
関
す
る
課
題
等
も

含
め
た
十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
納
税
や
資
格
得
喪
の
届
出
等
に
係
る

啓
発
に
つ
い
て
積
極
的
に
対
応
さ
れ
た

い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
関
す
る
不
正
事

故
の
発
生
は
、
市
町
村
あ
る
い
は
国
民
健

康
保
険
事
業
に
対
す
る
被
保
険
者
の
信
用

の
喪
失
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
事

務
処
理
方
式
の
適
時
の
見
直
し
、
相
互
牽

制
体
制
等
管
理
体
制
の
整
備
、
自
主
的
監

査
の
実
施
等
に
よ
り
事
故
防
止
に
万
全
を

期
さ
れ
た
い
。

d

不
正
事
故
の
防
止

国
の
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
減
額
措

置
が
適
用
除
外
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
各
市
町
に
お
い
て
は
、
当
該
収
納
率

目
標
の
達
成
・
更
な
る
収
納
率
の
向
上
に

向
け
、
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
方
針
に
新
た
に
盛
り
込
む
べ
き

項
目
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
連
携
会
議
、

連
携
会
議
事
務
部
会
に
お
い
て
意
見
交

換
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
参
り

た
い
の
で
、
引
き
続
き
御
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

10

そ
の
他
の
事
項

a

職
員
研
修
の
実
施

国
民
健
康
保
険
事
業
の
円
滑
実
施
に
は
、

こ
れ
に
携
わ
る
職
員
の
資
質
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
担

当
職
員
の
職
階
、
担
当
業
務
、
あ
る
い
は

経
験
年
数
等
に
応
じ
た
研
修
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

職
員
の
専
門
知
識
の
修
得
に
努
め
ら
れ
た

い
。併

せ
て
、
国
、
県
、
国
保
連
合
会
等
が

開
催
す
る
研
修
事
業
へ
の
担
当
職
員
の
積

極
的
な
参
加
に
つ
い
て
も
配
慮
願
い
た

い
。
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被
保
険
者
又
は
被
扶
養
者
（
現
役
並
み

所
得
者
を
除
く
。）
で
あ
っ
て
、
70
歳
〜
74

歳
で
あ
る
者
が
受
け
た
療
養
に
係
る
一
部

負
担
金
等
の
割
合
は
、
平
成
20
年
４
月
１

日
以
後
１
割
か
ら
２
割
に
見
直
す
こ
と
と

さ
れ
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
こ
れ
を
据

え
置
く
こ
と
と
す
る
軽
減
特
例
措
置
が
実

施
さ
れ
、
平
成
23
年
度
も
延
長
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
一
部
負
担
金
の
一
部
を
国
が

支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
指
定
公
費

負
担
医
療
）。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
70
歳
代
前
半
の
被
保
険
者
等
に
係
る
一

部
負
担
金
等
の
軽
減
特
例
措
置
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」（
平
成
20
年
２
月
21
日
保
発
第

０
２
２
１
０
０
３
号
）
に
よ
り
実
施
要
綱

が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
療
養
費
の
支

給
の
取
扱
い
に
お
い
て
は
、
療
養
費
と
あ

わ
せ
て
指
定
公
費
負
担
相
当
額
に
つ
い
て

保
険
者
が
被
保
険
者
に
対
し
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
場
合
、
被
保
険
者
に
代

わ
っ
て
保
険
者
が
審
査
支
払
機
関
に
対
し

て
請
求
・
受
領
す
る
点
、
ま
た
、
資
格
過

誤
や
第
三
者
求
償
に
よ
る
返
還
請
求
を
行

う
場
合
、
指
定
公
費
医
療
相
当
額
に
つ
い

て
あ
わ
せ
て
返
還
請
求
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
点
に
留
意
願
い
た
い
。

f

70
歳
〜
74
歳
の
被
保
険
者
等
に
係
る
一
部
負
担
金
等
の
軽
減

特
例
措
置
（
指
定
公
費
負
担
医
療
）
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
21
年
１
月
か
ら
75
歳
到
達
月
に
つ

い
て
は
、
誕
生
日
前
の
医
療
保
険
制
度
と

誕
生
日
後
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

け
る
自
己
負
担
限
度
額
を
本
来
額
の
２
分

の
１
に
設
定
さ
れ
た
。

な
お
、
75
歳
に
達
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

者
の
被
扶
養
者
に
つ
い
て
も
こ
の
特
例
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
で
は
対
象
者
で
あ

る
こ
と
を
把
握
で
き
ず
、
入
院
等
の
現
物

給
付
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
、

当
該
被
扶
養
者
の
国
保
加
入
時
に
は
、
高

額
療
養
費
の
償
還
手
続
き
に
つ
い
て
説
明

願
い
た
い
。

平
成
23
年
４
月
か
ら
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
が
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
42
万

円
（
産
科
医
療
補
償
制
度
対
象
出
産
で
な

い
場
合
39
万
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、「
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
申

請
及
び
支
払
方
法
に
つ
い
て
」（
平
成
23
年

１
月
31
日
保
発
０
１
３
１
第
４
号
）
に
よ

り
、
直
接
支
払
制
度
と
受
取
代
理
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
願
い
た
い
。

な
お
、
健
康
保
健
法
第
１
０
６
条
等
に

基
づ
く
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
途
通
知
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
留
意
願
い

た
い
。

g

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
の
改
正

医
療
機
関
の
レ
セ
プ
ト
電
子
化
促
進
を

図
る
た
め
、
電
子
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
９
月
診
療
分
よ
り
、
国
保
連
合

会
か
ら
医
療
機
関
へ
の
診
療
報
酬
支
払
を

早
期
化
し
、
原
則
と
し
て
診
療
翌
々
月
の

20
日
ま
で
に
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
市

町
に
お
か
れ
て
は
、
国
保
連
合
会
へ
の
払

込
手
続
き
等
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

j

診
療
報
酬
の
支
払
早
期
化

h

75
歳
到
達
月
の
自
己
負
担
限
度
額
の
特
例

保
険
者
等
に
対
す
る
指
導
・
助
言
に
つ

い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
及
び

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
指
導
監
督

に
つ
い
て
」（
平
成
20
年
９
月
30
日
付
け
保

発
第
０
９
３
０
０
０
４
号
厚
生
労
働
省
保

険
局
長
通
知
、「
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者

及
び
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
指

導
監
督
に
つ
い
て
」（
同
日
付
け
保
発
第
０

９
３
０
０
０
１
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
長
通
知
）
及
び
「
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
及
び
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
に
対
す
る
指
導
監
督
の
実
施
に

つ
い
て
（
通
知
）」（
同
日
付
け
保
発
第
０

９
３
０
０
０
６
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
長

通
知
）
に
基
づ
き
保
険
者
及
び
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
に
対
す
る
指
導
・
助
言

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
留

意
願
い
た
い
。

k

保
険
者
等
に
対
す
る
指
導
・
助
言
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１
　
被
保
険
者
適
用
の
適
正
化

国
保
組
合
被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
特
に
、
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌
健

康
保
険
の
適
用
除
外
を
受
け
る
べ
き
者
に

つ
い
て
、
必
ず
適
用
除
外
承
認
を
受
け
た

上
で
被
保
険
者
と
す
る
よ
う
注
意
さ
れ
た

い
。適

用
除
外
承
認
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て

は
、
昨
年
度
、
全
国
建
設
工
事
業
国
民
健

康
保
険
組
合
で
無
資
格
加
入
の
事
例
が
多

数
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て

「
国
民
健
康
保
険
組
合
の
行
う
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
に
係
る
政
府
管
掌
健
康
保

険
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年

12
月
15
日
付
け
国
民
健
康
保
険
課
長
及
び

社
会
保
険
庁
運
営
部
医
療
保
険
課
長
通
知
）

に
基
づ
く
取
扱
い
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
、
国
か
ら
新
た
に
実

施
要
求
さ
れ
た
国
保
組
合
に
お
け
る
法
令

遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
体
制
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
各
組
合
の
法
令
遵
守

担
当
理
事
等
を
中
心
と
し
て
、
各
組
合
に

お
い
て
作
成
し
た
法
令
遵
守
体
制
の
整
備

に
関
す
る
基
本
方
針
、
実
践
計
画
、
法
令

遵
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
・
徹
底
を
図
り
、

不
正
事
故
の
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
組
合
員
は
、
同
種
の
事
業
又
は

業
務
に
従
事
す
る
者
で
組
合
の
地
区
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
の
で
、

規
約
に
定
め
ら
れ
た
「
組
合
の
地
区
及
び

組
合
員
の
範
囲
」
に
基
づ
く
適
正
な
適
用

に
留
意
願
い
た
い
。

国
民
健
康
保
険
組
合
に
関
す
る
事
項

国
民
健
康
保
険
組
合
（
以
下
「
国
保
組
合
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
は
、
前
記
「
市

町
村
保
険
者
に
関
す
る
事
項
」
に
準
じ
た
取
扱
い
の
ほ
か
、
次
の
事
項
に
留
意
し
た

事
業
運
営
に
当
た
ら
れ
た
い
。

２
　
特
別
積
立
金
、
給
付
費
等
支
払
準
備
金
の
適
正
積
立
及
び
管
理

国
保
組
合
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

法
令
に
基
づ
き
特
別
積
立
金
、
給
付
費
等

支
払
準
備
金
を
積
み
立
て
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
給
付
費
等
の
突
発
的
な
増
嵩
等
に
対

処
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
よ
う
留
意
願

い
た
い
。

３
　
組
合
会
の
適
正
な
運
営
の
確
保

法
令
等
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
収

入
支
出
の
予
算
、
決
算
、
規
約
の
変
更
等
、

組
合
会
の
必
要
な
議
決
を
得
る
た
め
、
組

合
会
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し

つ
つ
、
そ
の
適
正
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た

い
。

４
　
個
人
情
報
保
護
の
徹
底

情
報
処
理
技
術
の
高
度
化
や
外
部
委
託

の
普
及
等
に
伴
い
、
被
保
険
者
等
の
個
人

情
報
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
従
来
に
も
増

し
て
慎
重
か
つ
適
正
を
期
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
保
険
者
に
お
け

る
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
に
つ
い
て
」（
平

成
15
年
３
月
14
日
厚
生
労
働
省
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
長
通
知
）
に
よ
り
、「
国
民

健
康
保
険
組
合
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
遵
守
基
準
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
管
理
体
制
の
強
化
等
が
図

ら
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
願
い
た
い
。

ま
た
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
15
年
法
律

第
57
号
）
等
個
人
情
報
保
護
関
連
法
令
が

全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人
情

報
と
し
て
の
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
開
示

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
法
令
の
趣
旨
及
び

法
令
に
基
づ
く
手
続
を
確
認
す
る
観
点
か

ら
「
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
被
保
険
者
へ

の
開
示
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
３
月
31
日

保
発
第
０
３
３
１
０
０
７
号
）
や
「
国
保

組
合
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱

い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
17
年

４
月
１
日
保
発
第
０
４
０
１
０
１
１
号
）

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
留
意
願
い
た
い
。
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１
　
審
査
の
充
実
強
化

レ
セ
プ
ト
の
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て

は
、
審
査
専
門
部
会
の
審
査
対
象
の
拡
大
、

事
務
点
検
期
間
及
び
審
査
委
員
会
に
お
け

る
審
査
期
間
の
延
長
な
ど
に
よ
り
事
務
共

助
の
充
実
及
び
審
査
体
制
の
拡
充
、
審
査

の
充
実
・
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

伴
い
審
査
支
払
事
務
の
効
率
化
に
努
め
ら

れ
た
い
。

さ
ら
に
、
保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理

事
業
及
び
第
三
者
行
為
求
償
事
務
共
同
事

業
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
の
事
務
処
理
の

効
率
化
等
を
図
る
た
め
充
実
・
強
化
に
努

め
ら
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
関
す
る
事
項

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
設
立
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

診
療
報
酬
の
審
査
支
払
事
務
は
も
と
よ
り
、
保
険
者
の
保
健
事
業
へ
の
支
援
、
小
規

模
保
険
者
に
お
け
る
効
率
的
な
事
務
執
行
確
保
の
支
援
等
、
会
員
で
あ
る
保
険
者
の

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営
に
資
す
る
た
め
の
、
積
極
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、
保
険
者
の
要
望
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
事
業
内

容
が
保
険
者
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
常
に
検
証
し
、
必
要
な
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
充
実
・
強
化
に
努
め
ら
れ
た

い
。

２
　
個
人
情
報
保
護
の
徹
底

情
報
処
理
技
術
の
高
度
化
や
外
部
委
託

の
普
及
等
に
伴
い
、
被
保
険
者
等
の
個
人

情
報
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
従
来
に
も
増

し
て
慎
重
か
つ
適
正
を
期
す
こ
と
が
求
め

３
　
保
健
事
業
に
対
す
る
支
援

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
円

滑
な
実
施
に
対
す
る
支
援
、
市
町
村
が
行

う
保
健
・
福
祉
事
業
と
の
連
携
に
配
慮
し

た
保
健
事
業
の
展
開
に
対
す
る
支
援
に
努

め
ら
れ
た
い
。

４
　
保
険
者
協
議
会
の
円
滑
な
運
営

平
成
18
年
１
月
に
設
立
さ
れ
た
栃
木
県
保

険
者
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
同
協
議

会
の
円
滑
な
運
営
に
御
尽
力
願
い
た
い
。

５
　
不
正
事
故
の
防
止

不
正
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
事
故

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
事
務

処
理
方
式
の
見
直
し
、
相
互
牽
制
体
制
等

の
管
理
体
制
の
充
実
及
び
自
主
的
監
査
の

実
施
等
事
故
の
防
止
に
万
全
を
期
さ
れ
た

い
。

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の

徹
底
に
つ
い
て
」（
平
成
15
年
３
月
14
日

厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
長

通
知
）
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ

き
管
理
体
制
の
強
化
等
が
図
ら
れ
る
よ
う

十
分
配
慮
願
い
た
い
。

さ
ら
に
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
15
年
法

律
第
57
号
）
等
個
人
情
報
保
護
関
連
法
令

が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
等
に
お
け
る
個
人

情
報
の
適
切
な
取
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
９
月
15
日

保
発
第
０
９
１
５
０
０
３
号
）
が
示
さ
れ
、

個
人
情
報
と
し
て
の
診
療
報
酬
明
細
書
等

の
開
示
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
法
令
の
趣

旨
及
び
法
令
に
基
づ
く
手
続
を
確
認
す
る

観
点
か
ら
「
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
被
保

険
者
へ
の
開
示
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
３

月
31
日
保
発
第
０
３
３
１
０
０
７
号
）
が

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
留
意
願
い
た
い
。
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冒
頭
、
国
保
連
合
会
佐
藤
理
事
長
（
宇

都
宮
市
長
）
は
、
最
近
の
国
保
を
取
り
巻

く
情
勢
と
し
て
、「
国
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な
制
度
を
構
築
す

る
方
針
を
示
し
、
昨
年
12
月
20
日
に
高
齢

者
医
療
制
度
改
革
会
議
に
お
い
て
最
終
報

告
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
報
告
で
は
、

高
齢
者
医
療
制
度
改
革
法
案
を
平
成
25
年

春
の
施
行
を
予
定
し
て
い
た
が
、
通
常
国

会
で
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
施

行
時
期
が
先
送
り
と
な
る
方
向
で
あ
る
。

ま
た
、
国
保
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議

の
場
に
つ
い
て
は
、
国
保
の
構
造
問
題
を

議事進行をする
さくら市　人見健次市長

平成23年度事業計画・予算等26議案を可決

あいさつをする
本会 佐藤栄一理事長

平
成
22
年
度

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

議
論
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
後
の
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体

的
な
制
度
設
計
の
動
き
な
ど
、
中
央
情
勢

に
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
永
井
課
長
よ
り
、
来
賓
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

続
い
て
、
議
長
選
出
が
行
わ
れ
、
さ
く

ら
市
の
人
見
市
長
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入

っ
た
。
本
総
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
審
議
の
上
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
成
立
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
理
事
長
は
、
議

長
へ
の
お
礼
を
述
べ
「
平
成
23
年
度
は
、

全
国
統
一
の
標
準
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
国
保

総
合
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
レ
セ
プ
ト
の

審
査
や
共
同
電
算
処
理
事
業
を
実
施
す
る

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
が
進
む
よ
う
最
善

の
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
期
待

に
沿
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
結
ん
だ
。

平成23年２月24日（木）栃木県本町合同ビル９階国保連合会会議室にて、平成22年度栃
木県国民健康保険団体連合会通常総会が開催された。
本通常総会では、報告事項２件及び規約の一部改正をはじめ、平成23年度事業計画並び

に一般・特別両会計の歳入歳出予算、平成22年度に係る予算補正など議決事項26件が上程
され、慎重な審議の上、すべて原案どおり可決成立した。

あいさつをする
栃木県保健福祉部国保医療課

永井茂明課長
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平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画
（1）基本方針
国民健康保険は、我が国の医療保険制度の中核的役割を担い、地域住民の医療の確保と健康の保持増進に
大きく貢献してきた。
しかしながら、医療保険制度をめぐる情勢は、急速な人口の高齢化、医療技術の高度化等により医療費は
増高し、加えて経済基調の変化に伴い、医療費の伸びと経済成長との不均衡が拡大するなど医療保険財政、
とりわけ国保財政はその構造的要因により他制度に比較して大変深刻な状況に陥っている。
このため国においては、幾度の医療制度改革を行ってきたが、一昨年発足した新政権は後期高齢者医療制
度を廃止し、新たな高齢者医療制度を創設することとした。具体的には、厚生労働省内に「高齢者医療制度
改革会議」を設置し検討が続けられ、昨年12月20日に最終報告が取りまとめられたところである。
それによると、現行制度を平成25年3月に廃止し、国保と被用者保険に高齢者を戻したうえで、75歳以上国
保を都道府県が財政運営するよう提言した。また、全年齢での国保の都道府県単位化について平成30年度を目
標と定めた。
一方、厚生労働省はレセプトのＩＴ化を推進するため、平成23年度から歯科レセプトも含めレセプト請求を
原則、電子化することとした。本会としては、こうした動きに対応するために、平成23年度から国保中央会が
開発した標準システムである「国保総合システム」を導入し、円滑な運用やシステムを活用した効率的な業
務処理を図ることとする。
こうした状況の中で、昨年12月に開催された国保制度改善強化全国大会の決議に基づき、医療保険制度の一
本化の早期実現をすることや、新たな高齢者医療制度を構築する際、国保財政の負担増と国民に混乱を招く
ことのないよう万全の措置をとることなど、国に要望した。
本会としてもこのような現状を踏まえ、将来にわたり保険者の共同目的達成機関としての役割と使命を果
たすことを念頭に、国民健康保険及び後期高齢者医療、介護給付費等の審査支払業務の充実・強化をはじめ、
共同事業の効率的推進、保健事業の支援強化など国民健康保険事業の安定的運営の確保に向けて組織体制の
整備を図るとともに、保険者並びに関係機関との連携を密にして、より一層の適正な事業運営と更なる保険
者へのサービスの向上に努めるものとする。
このため、平成23年度の事業計画は、保険者に満足してもらえる国保連合会を目指していくために、平成21
年度に策定した「本会中期事業計画」に基づき、次のとおり重点目標及びその取り組み方針を定め、その企
画・運営・実施に当たっては､常に保険者の満足度を高める工夫、価値ある情報の提供などに留意しながら保
険者の期待に添った成果をあげ、負託に応えるものとする。

（2）重点目標
①国民健康保険事業の安定的運営
保険者の意を体し、安定した国民健康保険事業運営に向けた事業・運動の展開
②国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬
効率的なレセプト審査体制の強化・審査精度の向上及び審査支払業務・事務代行業務の審査支払事業の
効率的推進

③共同事業の効率的推進
保険者事務共同電算処理事業の拡充及び各種共同事業の効率的推進

④実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
総合的保健事業支援の充実、医療データの情報提供及び関係団体との連携強化及び特定健診等データ管
理業務の適正執行

⑤介護保険事業関係業務の適正執行
介護給付費審査の強化、介護サービスの質の向上

⑥新規事業への対応
保険者のニーズに応える事業への弾力的対応
⑦成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
総合的・効果的に事業を展開するための組織体制の整備、職員の資質の向上、事務運営等の改善
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（3）重点目標の取り組み方針
①国民健康保険事業の安定的運営

国民健康保険事業の安定的運営に向けて保険者と連携を密にし、事務の効率化、調査研究、価値ある
情報の提供に努める。
また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一
丸となり、国民健康保険事業の安定的運営に向けた運動を展開する。

②国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業の効率化等
審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報の提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を
図ることはもとより、二画面審査システム及び審査事務共助支援システム（外付システム）を活用する
ことにより、審査の更なる精度向上に努めるとともに、診療報酬審査支払事務の効率化を図る。
また、後期高齢者医療事務代行業務の適正かつ効率化を図る。

③共同事業の効率的推進
保険者事務共同電算処理事業の更なる事業の拡充を図るため、全保険者に導入した保険者レセプト管
理システムを活用し、保険者事務の効率化を図る。
また、保険財政共同安定化事業及び高額医療費共同事業の効率化、更には求償金の滞留防止や事務処
理システムの更新等により第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業の効率化を図る。

④実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
生涯元気で活力ある地域づくりを支援するための人材育成、医療データの活用など科学的根拠に基づ
く保健事業を推進するとともに栃木県保険者協議会を通じ、地域・職域保険の連携強化等により保健事
業の実効性を高めるなど、市町保健事業の支援を行う。
特に、平成20年度から保険者に義務付けされた特定健診等の受診率向上のための支援も強化する。併
せて、特定健診等のデータ管理業務の適正執行に努める。

⑤介護保険事業関係業務の適正執行
介護給付適正化事業の積極的推進による保険者の支援、介護給付費審査支払業務、障害者自立支援給
付費支払事業の充実・強化及び苦情処理担当者の連携強化、苦情・相談への対応の充実等により介護サ
ービスの質的向上を図る。

⑥新規事業への対応
本会中期事業計画に基づき、保険者のニーズに対応した事業を実施するとともに、平成23年度から国
保中央会が開発した標準システムである「国保総合システム」を導入し、円滑な運用やシステムを活用
した効率的な業務処理を図ることとする。

⑦成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効果的に進めるため、平成23年度本会事業計画の重
点目標の取り組み方針に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努める。

【議　事】
Ⅰ　報告事項
報告第１号　理事長専決事項報告について
１　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正につ
いて

２　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
３　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳出予算補正について
４　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（業務勘定）歳出予算補正について
５　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支
払勘定）歳入歳出予算補正について

６　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化・高額医療費共同事業特別会計歳入歳出予算補正
について

報告第２号　規則及び規程の一部改正について
１　栃木県国民健康保険団体連合会職員服務規則の一部改正について
２　栃木県国民健康保険団体連合会事務局組織規則の一部改正について
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３　栃木県国民健康保険団体連合会文書取扱規則の一部改正について
４　栃木県国民健康保険団体連合会負担金及び手数料の賦課徴収規則の一部改正について
５　栃木県国民健康保険団体連合会財務規則の一部改正について
６　栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払規則の一部改正について
７　栃木県国民健康保険団体連合会支部設置規則の一部改正について
８　栃木県国民健康保険団体連合会保険者事務共同電算処理事業規則の一部改正について
９　栃木県国民健康保険団体連合会介護保険者事務共同処理規則の一部改正について
10 栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療診療報酬審査支払規則の一部改正について
11 栃木県国民健康保険診療報酬審査委員会規程の一部改正について

Ⅱ　議決事項
議案第１号　栃木県国民健康保険団体連合会規約の一部改正について
議案第２号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画について
議案第３号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
議案第４号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算について
議案第５号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計歳入歳出予算について
議案第６号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化・高額医療費共同事業特別会計予算につい

て
議案第７号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳出予

算について
議案第８号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
議案第９号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
議案第10号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算について
議案第11号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計歳入歳出予算に

ついて
議案第12号　平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算について
議案第13号　栃木県国民健康保険団体連合会運営資金の一時借入について
議案第14号　理事長専決事項委任について
議案第15号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
議案第16号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正につ

いて
議案第17号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）

歳入歳出予算補正について
議案第18号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支

払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第19号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補

正について
議案第20号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（後期高齢者医療診療報酬支

払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第21号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（公費負担医療に関する診療

報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第22号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補正

について
議案第23号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関する報酬

等支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第24号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計（障害介護給付費支払勘

定）歳入歳出予算補正について
議案第25号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計（障害児施設給付費支払

勘定）歳入歳出予算補正について
議案第26号　平成22年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計歳入歳出予算補

正について

Ⅲ　その他
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　会計別
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会予算総括

［備考］

合　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

（240,449）
355,996　

（1,832,414）
1,832,414　

136,942,771

24,350

2,629,539

6,909,847

146,506,507

161,475,529

455,098

161,930,627

95,806,792 

713,224

96,520,016

19,409,952

1,545,492

20,955,444

7,707

（809,291）
809,291  

　

（12,439）
23,683,169  

　（17,802）
476,158　

（194,389）
2,945,374　

（30,164）
30,164　

（69,147）
2,277,016　
（43,271）
2,380,174　

（3,249,366）
460,710,057　

（240,159）
262,281　

（1,118,855）
1,118,855　

142,587,922　
　

3,161　

2,715,096　

5,211,787　

150,517,966　
（699,730）
699,730　

170,123,259　

416,483　

170,539,742　
（10,669）
23,523,063　
（16,084）
412,371　
（183,709）
2,656,201　

101,351,945　

887,677　

102,239,622　

（33,285）
33,285　

22,853,054 　

1,690,698　

24,543,752 　

（66,232）
2,071,708　
（55,941）
2,374,652　

7,827　

（2,424,664）
481,001,055　

（△290）
△ 93,715　

（△713,559）
△713,559　

5,645,151　

△ 21,189　

85,557　

△1,698,060　

4,011,459　

（△109,561）
△109,561　

8,647,730　

△38,615　

8,609,115　

（△1,770）
△160,106　
（△1,718）
△63,787　
（△10,680）
△289,173　

5,545,153　

174,453　

5,719,606　

（3,121）
3,121　

3,443,102　

145,206　

3,588,308　

（△2,915）
△205,308　
（12,670）
△5,522　

120　

（△824,702）
20,290,998　

（99.87）
73.67　
（61.05）
61.05　

104.12　

12.98　

103.25　

75.42　

102.73　

（86.46）
86.46　

105.35　

91.51　

105.31　

（85.77）
99.32　
（90.34）
86.60　
（94.50）
90.18　

105.78　

124.45　

105.92　

（110.34）
110.34　

117.73　

109.39　

117.12　

（95.78）
90.98　

（129.28）
99.76　

101.55　

（74.61）
104.40　

平成23年度

対前年度比較増減額
（千円）

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

診
療
報
酬
支
払
勘
定

診
療
報
酬
支
払
勘
定

支
払
勘
定

支
払
勘
定

業 

務 

特 

別 

会 

計

後
期
高
齢
者
医
療
関
係

業 

務 

特 

別 

会 

計

介
護
保
険
事
業
関
係

関
係
業
務
特
別
会
計

障
害
者
自
立
支
援
事
業

業　　　　　務　　　　　勘　　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

障 害 介 護 給 付 費 支 払 勘 定

障害児施設給付費支払勘定

区　　　　　　　　分
平成22年度
（千円） 予算

（千円）
前年度対比
（％）

一　　　　　般　　　　　会　　　　　計

区　　　　　　　　分

上記表中、（ 　）内の数字は、各会計支払勘定、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償金、介護
保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料及び介護職員処遇改善交付金、特定健診費用決済業務、円滑導入関係諸費（事業費、特定資産
支出、借入金償還金、諸支出金、特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）繰出金）、国保介護従事者処遇改善基金を除いた数字（事務
運営に要する経費）である。

国民健康保険診療報酬支払勘定

老 人 保 健 診 療 報 酬 支 払 勘 定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

出産育児一時金等に関する支払勘定

保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計

第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計

介 護 給 付 費 支 払 勘 定

公費負担医療等に関する報酬等支払勘定

特定健診保健指導費用決済業務特別会計

国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計

職 員 厚 生 資 金 貸 付 金 特 別 会 計
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款 項 金　　　額

２　繰 入 金

３　繰 越 金

４　諸 収 入

５　借 入 金

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定）歳入歳出予算書

１　国民健康保険
　　診療報酬受入金

１　他会計繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借 入 金

１　国民健康保険
　　診療報酬受入金

140,306,954
140,306,954
2,260,193
2,260,193

20,771
20,771

3
3
1
1

142,587,922

款 項 金　　　額

２　借入金償還金

３　繰 出 金

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　国民健康保険
　　診療報酬支出金

１　借入金償還金

１　繰 出 金

１　予 備 費

１　国民健康保険
　　診療報酬支出金

142,567,145
142,567,145

2
2
2
2

20,773
20,773

142,587,922

款 項 金　　　額
１　負 担 金

２　国庫支出金

３　県 支 出 金

４　中央会支出金

５　財 産 収 入

６　特定資産収入

７　特定資産運用収入

８　繰 入 金

９　繰 越 金

10　諸 収 入
歳 入 合 計

款 項 金　　　額
１　会 議 費

２　総 務 費

３　事 業 費

４　特定資産支出

５　積 立 金

６　借入金償還金

７　諸 支 出 金

８　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　入） （歳　出）（単位：千円） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算書

款 項 金　　　額

１　手 数 料

３　国庫支出金

４　県 支 出 金

５　財 産 収 入

６　繰 入 金

７　繰 越 金

８　諸 収 入

歳 入 合 計

款 項 金　　　額

１　総 務 費

２　審査委員会費

４　特別審査負担金

６　積 立 金

８　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　入） （歳　出）（単位：千円） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算書

１　負 担 金

１　国庫補助金
２　国庫交付金

１　県 補 助 金

１　中央会支出金

１　財産運用収入
２　財産売払収入

１　基金取崩収入

１　基金運用収入

１　他会計繰入金
２　積立金繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　会 議 費

１　総務管理費

１　事 業 費

２　国保介護従事者　　処遇改善基金事業費

１　基金繰入支出

１　積 立 金

１　借入金償還金

１　諸 支 出 金
２　償還金及び還付加算金

１　予 備 費

75,434
75,434
12,428
12,427

1
1
1
2
2

593
592
1

22,315
22,315

1
1

150,916
112,209
38,707

1
1

590
590

262,281

579
579

198,067
198,067
22,322
22,318

4

1
1

7,852
7,852
315
315

30,846
8,531
22,315
2,299
2,299

262,281

２　保険者事務等共
　　同電算処理事業
　　手数料及び負担金
　　並びに委託料

１　手 数 料
２　事 務 費

１　手 数 料
２　負 担 金
３　業務委託料

１　国庫補助金

１　県 補 助 金
２　委 託 金

１　財産運用収入
２　財産売払収入

１　他会計繰入金
２　積立金繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　審査支払管理費

１　審査委員会費

１　業務管理費

１　特別審査負担金

１　積 立 金

１　レセプト電算処理システム費

１　予 備 費

607,843
605,751
2,092

416,349
398,756

1
17,592
10,378
10,378

631
1

630
2
1
1

2,087
2,083

4
80,000
80,000
1,565
1,565

1,118,855

466,219
466,219
59,627
59,627
445,747
445,747
1,110
1,110
19,497
19,497
115,239
115,239

1
1

11,415
11,415

1,118,855

３　保険者事務等共同
　　電算処理事業費

７　レセプト電算処
　　理システム費

５　レセプト電算処理
　　  システム特別分担金 １　レセプト電算処理　　システム特別分担金
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款 項 金　　　額

１　公費負担医療受入金

２　繰 越 金

３　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算書

１　公費負担医療受入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

2,713,812
2,713,812

1,282
1,282

2
2

2,715,096

款 項 金　　　額

１　公費負担医療支出金

２　借入金償還金

３　繰 出 金

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

2,713,795
2,713,795

1
1
1
1

1,299
1,299

2,715,096

款 項 金　　　額

１　手 数 料

２　　

３　国 庫 支 出 金

４　県 支 出 金

５　財 産 収 入

６　繰 入 金

７　繰 越 金

８　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算書

款 項 金　　　額

１　

２　繰 越 金

３　諸 収 入

４　借 入 金

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（後期高齢者医療診療報酬支払勘定）歳入歳出予算書

１　手 数 料

１　業 務 委 託 料

１　国 庫 補 助 金

１　県 補 助 金

１　財産運用収入
２　財産売払収入

１　他会計繰入金
２　積立金繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

537,689
537,689
140,785
140,785

1
1
1
1
2
1
1
6
2
4

20,000
20,000
1,246
1,246

699,730

款 項 金　　　額

１　総 務 費

２　審査委員会費

３　事務代行業務費

４　特別審査負担金

５　

６　積 立 金

７　

８　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　審査支払管理費

１　審査委員会費

１　業 務 管 理 費

１　特別審査負担金

１

１　積 立 金

１

１　予 備 費

415,240
415,240
37,743
37,743
154,998
154,998

547
547
1
1

83,349
83,349

1
1

7,851
7,851

699,730

１　

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借 入 金

170,113,285
170,113,285

9,970
9,970

3
3
1
1

170,123,259

款 項 金　　　額

１　

２　借入金償還金

３　繰 出 金　

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　

１　借入金償還金

１　繰 出 金

１　予 備 費

170,113,283
170,113,283

2
2
2
2

9,972
9,972

170,123,259

　　レセプト電算処理
　　システム特別分担金 　　レセプト電算処理

　　システム特別分担金

　　レセプト電算
　　処理システム費 　　レセプト電算

　　処理システム費

後期高齢者医療
事務代行業務委託料

後期高齢者医療
診療報酬受入金 後期高齢者医療

診療報酬受入金

後期高齢者医療
診療報酬支出金 後期高齢者医療

診療報酬支出金

１　公費負担医療支出金

１　借入金償還金

１　繰 出 金

１　予 備 費

款 項 金　　　額

２　繰 越 金

３　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（老人保健診療報酬支払勘定）歳入歳出予算書

１　繰 越 金

１　諸 収 入

802
802

2,357
2,357

2
2

3,161

１　老人保健診療
　　報酬受入金 １　老人保健診療

　　報酬受入金

款 項 金　　　額

２　借入金償還金

３　繰 出 金

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　借入金償還金

１　繰 出 金

１　予 備 費

800
800
1
1
2
2

2,358
2,358
3,161

１　老人保健診療
　　報酬支出金 １　老人保健診療

　　報酬支出金

款 項 金　　　額

２　県 支 出 金

３　繰 越 金

４　諸 収 入

５　借 入 金

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計(出産育児一時金等に関する支払勘定)歳入歳出予算書

１　出産育児一時金等
　　受 入 金

１　県  補  助  金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借 入 金

１　出産育児一時金等受入金
5,211,781
5,211,781

1
1
1
1
3
3
1
1

5,211,787

款 項 金　　　額

２　借入金償還金

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　出産育児一時金等
　　支 出 金

１　借入金償還金

１　予 備 費

１　出産育児一時金等支出金
5,211,780
5,211,780

2
2
5
5

5,211,787
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款 項 金　　　額

１　公費負担医療受入金

２　繰 越 金

３　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療関係業務特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算書

１　公費負担医療受入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

款 項 金　　　額

１　公費負担医療支出金

２　借入金償還金

３　繰 出 金

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　公費負担医療支出金

１　借入金償還金

１　繰　　出　　金

１　予 備 費

415,481
415,481
1,000
1,000

2
2

416,483

415,468
415,468

1
1
1
1

1,013
1,013

416,483

款 項 金　　　額

１　求償額受入金

２　共同事業拠出金及び手数料

３　国 庫 支 出 金

４　県 支 出 金

５　繰 入 金

６　繰 越 金

７　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳出予算書

１　求償額受入金

１　共同事業拠出金及び手数料

１　国 庫 補 助 金

１　県 補 助 金

１　他会計繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

款 項 金　　　額

１　総 務 費

２　求償額支出金

３　借入金償還金

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　総 務 管 理 費

１　求償額支出金

１　借入金償還金

１　予 備 費

款 項 金　　　額

１　共同事業事務費拠出金

２　共同事業拠出金

３　国 庫 支 出 金

４　県 支 出 金

６　繰 入 金

７　繰 越 金

８　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計歳入歳出予算書

１　共同事業事務費拠出金

１　共同事業拠出金

１　国 庫 補 助 金

１　県 補 助 金

１　他会計繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　超高額医療費
　　共同事業交付金

款 項 金　　　額

１　総 務 費

２　交付金支出金

４　借入金償還金

５　積 立 金

６　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　総 務 管 理 費

１　交付金支出金

１　借入金償還金

１　積 立 金

１　予 備 費

１　超高額医療費
　　共同事業拠出金

５　超高額医療費
　　共同事業交付金

３　超高額医療費
　　共同事業拠出金

396,287
396,287
10,353
10,353

1
1
1
1
1
1

5,700
5,700

28
28

412,371

13,703
13,703
396,287
396,287

1
1

2,380
2,380

412,371

8,908
8,908

23,427,504
23,427,504

84,890
84,890

2
2

654
654

1,105
1,105

23,523,063

5,182
5,182

23,427,504
23,427,504

33,400
33,400

1
1

54,936
54,936

2
2

2,000
2,000

38
38

23,523,063

款 項 金　　　額

１　手 数 料

２　国 庫 支 出 金

３　県 支 出 金

４　中央会支出金

５　負 担 金

６　主治医意見書料受入金
７　介護職員処遇改善
　　交 付 金 受 入 金

８　財 産 収 入

９　繰 入 金

10　繰 越 金

11　諸 収 入

12　借 入 金
歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算書

１　手 数 料

１　国 庫 補 助 金

１　県 補 助 金
２　県　委　託　料

１　中央会支出金

１　負 担 金

１　主治医意見書料受入金

１　介護職員処遇改善交付金受入金

１　積立金運用収入
２　物品売払収入

１　一般会計繰入金
２　積立金繰入金
３　他会計繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借 入 金

款 項 金　　　額

１　総 務 費

２　審査委員会費

４　国保中央会負担金

５　主治医意見書料支出金

６　介護職員処遇改善
　　交 付 金 支 出 金

７　積 立 金

８　借入金償還金

９　諸 支 出 金

10　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　審査支払管理費
２　介護サービス苦情処理管理費

１　審査委員会費

１　介護サービス苦情処理委員費

１　国保中央会負担金

１　主治医意見書料支出金

１　介護職員処遇改善交付金支出金

１　積 立 金

１　借入金償還金

１　諸 支 出 金
２　償還金及び還付加算金

１　予 備 費

３　介護サービス苦
　　情処理委員費

153,571
153,571

1
1

5,341
1

5,340
2
2

4,239
4,239

339,540
339,540

2,132,953
2,132,953

211
210
1
5
1
3
1

20,000
20,000

337
337
1
1

2,656,201

124,062
122,983
1,079
1,282
1,282
7,312
7,312
17,562
17,562
339,540
339,540

2,132,952
2,132,952

25,330
25,330

3
3
5
4
1

8,153
8,153

2,656,201
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款 項 金　　　額
１　公費負担医療等受入金

２　繰 越 金

３　諸 収 入

４　借　　入　　金

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関する報酬等支払勘定）歳入歳出予算書

１　公費負担医療等受入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借　　入　　金

款 項 金　　　額

１　公費負担医療等支出金

２　借入金償還金

３　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　公費負担医療等支出金

１　借入金償還金

１　予 備 費

887,656
887,656

3
3
18
18

887,677

887,670
887,670

3
3
3
3
1
1

887,677

平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入歳出予算書

歳 入 合 計

款 項 金　　　額

１　手 数 料

２　国保中央会出資金

３　負 担 金

４　繰 入 金

５　繰 越 金

６　諸 収 入

（歳　入） （単位：千円）

１　給付費等支払手数料
２　電子証明書発行手数料受入金

１　国保中央会交付金

１　負 担 金

１　一般会計繰入金
２　積立金繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入
歳 出 合 計

款 項 金　　　額

１　総 務 費

２　国保中央会負担金

３　積 立 金

４　借入金償還金

５　諸 支 出 金

６　予 備 費

（歳　出） （単位：千円）

１　支 払 管 理 費
２　電子証明書発行手数料支出金

１　国保中央会負担金

１　積 立 金

１　借入金償還金

１　諸 支 出 金
２　償還金及び還付加算金

１　予 備 費

款 項 金　　　額

２　繰 越 金

３　諸 収 入

４　借 入 金

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計（障害介護給付費支払勘定）歳入歳出予算書

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借 入 金

款 項 金　　　額

２　借入金償還金

３　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　借入金償還金

１　予 備 費

１　障害介護給付費
　　受 入 金

１　障害介護給付費
　　支 出 金１　障害介護給付費受入金 １　障害介護給付費支出金

款 項 金　　　額

２　繰 越 金

３　諸 収 入

４　借 入 金

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計（障害児施設給付費支払勘定）歳入歳出予算書

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借 入 金

款 項 金　　　額

２　借入金償還金

３　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　障害児施設給付費支出金

１　借入金償還金

１　予 備 費

１　障 害 児 施 設
　　給付費受入金

１　障 害 児 施 設
　　給付費支出金１　障害児施設給付費受入金

款 項 金　　　額
１　介護給付費受入金

２　繰 越 金

３　諸 収 入

４　借 入 金

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費支払勘定）歳入歳出予算書

１　介護給付費受入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

１　借 入 金

款 項 金　　　額
１　介護給付費支出金

２　借入金償還金

３　繰 出 金

４　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　介護給付費支出金

１　借入金償還金

１　繰 出 金

１　予 備 費

30,712
30,712
1,498
529
529
2
2
2
1
1

2,000
2,000

40
40

33,285

16,163
14,665
1,498
7,144
7,144
6,506
6,506

3
3
2
1
1

3,467
3,467
33,285

22,853,030
22,853,030

21
21
2
2
1
1

22,853,054

22,853,027
22,853,027

3
3
24
24

22,853,054

1,690,694
1,690,694

1
1
2
2
1
1

1,690,698

1,690,691
1,690,691

3
3
4
4

1,690,698

101,346,281
101,346,281

5,660
5,660

3
3
1
1

101,351,945

101,346,280
101,346,280

3
3

5,019
5,019
643
643

101,351,945
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款 項 金　　　額

１　費用決済業務受入金

２　費用決済業務
　  拠出金及び手数料

３　国 庫 支 出 金

４　県 支 出 金

５　繰 入 金

６　繰 越 金

７　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算書

１　費用決済業務受入金

１　費用決済業務
　　拠出金及び手数料

１　国庫補助金

１　県 補 助 金

１　他会計繰入金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

款 項 金　　　額

１　特定健診保健指導費

２　費用決済業務支出金

３　積 立 金

４　借入金償還金

５　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　業 務 管 理 費

１　費用決済業務支出金

１　積 立 金

１　借入金償還金

１　予 備 費

款 項 金　　　額

１　積立金運用金

２　貸付金償還金

３　繰 越 金

４　諸 収 入

歳 入 合 計

（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算書

１　積立金運用金

１　貸付金償還金

１　繰 越 金

１　諸 収 入

款 項 金　　　額

１　貸 付 金

２　運用金返還金

３　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　貸 付 金

１　返 還 金

１　予 備 費

歳 入 合 計

１　国 庫 支 出 金

２　特定資産収入

３　預託金取崩収入

４　特定資産運用収入

５　借 入 金

６　諸 収 入

７　繰 越 金

１　国 庫 交 付 金

１　基金取崩収入

１　預託金取崩収入

１　基金運用収入

１　借 入 金

１　諸 収 入

１　繰 越 金

款 項 金　　　額
（歳　入） （単位：千円）
平成23年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計歳入歳出予算書

款 項 金　　　額
１　総 務 費

２　事 業 費

３　特定資産支出

４　借入金償還金

５　諸 支 出 金

６　繰 出 金

７　予 備 費

歳 出 合 計

（歳　出） （単位：千円）

１　総 務 管 理 費

１　基 金 事 業 費

１　基金繰入支出

１　借入金償還金

１　諸 支 出 金

１　他会計繰出金

１　予 備 費

2,005,476
2,005,476

66,148
66,148

1
1
1
1
1
1
1
1
80
80

2,071,708

48,467
48,467

2,005,476
2,005,476

16,186
16,186

9
9

1,570
1,570

2,071,708

1
1

1,207
1,207
6,618
6,618

1
1

7,827

6,600
6,600
254
254
973
973

7,827

52,418
52,418
56,433
56,433

2
2
2
2
1
1

2,262,273
2,262,273

3,523
3,523

2,374,652

2
2
1
1

2,341,090
2,341,090

2
2
1
1

18,056
18,056
15,500
15,500

2,374,652
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茂
木
町
は
県
東
南
端
、
宇
都
宮
市
か
ら

東
へ
31
㎞
の
茨
城
県
境
に
あ
り
ま
す
。

東
西
12
㎞
、
南
北
27
㎞
、
面
積
172
・
71

k㎡
の
南
北
に
細
長
い
町
で
、
八
溝
山
系
の

中
に
あ
り
、
標
高
200
ｍ
前
後
の
山
地
が

70
％
を
占
め
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

北
部
を
流
れ
る
清
流
那
珂
川
は
、
関
東

の
四
万
十
川
と
も
呼
ば
れ
、
自
然
の
鮎
や

鮭
で
知
ら
れ
、
周
辺
は
県
立
自
然
公
園
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
観
光
や
な
、
カ
ヌ
ー

基
地
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
な
ら
で
は
の
棚
田
や
、

ゆ
ず
の
里
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
里
山
が
残

り
郷
愁
を
誘
う
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
様
な
中
、
栃
木
県
内
で
第
１
号
の

登
録
を
受
け
た
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
や
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド
「
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も

て
ぎ
」
に
加
え
、
か
ね
て
よ
り
取
り
組
ん

で
き
た
、
さ
と
づ
く
り
や
、
特
色
あ
る
各

種
農
産
物
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
が
定
着

し
、
現
在
で
は
、
入
込
客
が
250
万
人
を
超

え
る
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
え
ご
ま
、
ゆ
ず
な
ど
を
利
用
し

た
地
場
産
品
の
開
発
な
ど
、
地
域
産
業
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
全
町
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
敷
設
し
、
地
域
の
情
報
化
を

推
進
し
、「
自
然
が
輝
く
、
人
が
輝
く
、
地

域
が
輝
く
、
そ
し
て
町
が
輝
く
」
を
目
標

に
町
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長

の
関
澤
久
氏
は
、
平
成
九
年
町
議
会
議
員

選
挙
に
初
当
選
し
て
か
ら
現
在
に
至
り
、

そ
の
間
、
議
長
、
各
常
任
委
員
長
な
ど
多

く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
人
情
味
豊
か
に

し
て
、
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
る
と

と
も
に
、
議
員
定
数
削
減
な
ど
に
も
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
運
営
協
議
会
会
長
は
、
今
期
で
三

度
目
の
就
任
で
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
創
設
な
ど
、
国
保
に

と
っ
て
も
大
き
な
変
換
の
時
期
に
も
、
ご

活
躍
さ
れ
、
ま
た
、
現
在
は
逼
迫
し
た
国

保
財
政
の
立
て
直
し
に
苦
慮
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

余
話
に
な
り
ま
す
が
、
以
前
に
、
会
長

は
、
国
保
運
協
研
修
の
視
察
先
で
、
研
修

の
合
間
に
、
何
気
な
く
興
味
を
持
っ
た

「
え
ご
ま
」
の
種
を
持
ち
帰
っ
た
と
こ
ろ
、

今
で
は
、
作
付
が
盛
ん
に
な
り
、
茂
木
町

の
特
産
に
ま
で
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
う
、

意
外
な
功
労
に
繋
が
っ
た
逸
話
も
あ
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
趣
味
の
庭
木
な
ど
の
愛

好
を
窮
め
な
が
ら
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

豊
か
な
発
想
を
も
っ
て
、
町
政
、
並
び
に

国
保
の
安
定
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

茂木町
関　澤　　 久

会
長
の一言

自ら守る医療保険制度
　安心して暮らす中の、ひとつの保障である、医療制度堅
持のため、財政の安定化に向けた施策の創設も大切です
が、被保険者が、自ら特定健診の受診や、各種健康教室など
への参加で、日頃から健康への意識を高め、ジェネリック
薬品の利用、多重診療をなくすなどして、医療費の増大を
抑える意識を高めてもらいたい。
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こ
こ
数
年
来
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
た
び
、
血
圧
や
肝
機
能
等
の
数
値
が
高

い
こ
と
や
、
喫
煙
も
続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
決
し
て
健
康
に
よ
い
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

原
稿
依
頼
が
あ
っ
て
か
ら
、
十
五
年
前

の
健
康
診
断
結
果
票
を
探
し
出
し
中
身
を

見
て
み
る
と
、
そ
の
頃
の
体
重
は
今
よ
り

６
㎏
も
少
な
く
、
そ
の
判
定
も
「
Ａ
」
が

目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
お
腹

周
り
も
肉
（
脂
）
が
の
っ
て
き
て
、「
Ｃ
・

Ｄ
」
の
判
定
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
私
で
す
が
、
中
学
校
の
部

活
動
で
始
め
た
「
軟
式
庭
球
」、
今
で
は

「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」
と
呼
び
名
が
変
わ
り
ま

し
た
が
、
高
校
・
大
学
・
社
会
人
と
選
手

生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
た
し
か
、
三

十
六
歳
の
時
に
出
場
し
た
「
福
島
国
体
」

ま
で
現
役
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

現
役
を
退
い
て
か
ら
の
約
十
年
間
は
、

ひ
と
月
の
う
ち
に
一
日
テ
ニ
ス
を
す
る
か

し
な
い
か
で
し
た
。
が
、
テ
ニ
ス
好
き
な

方
か
ら
の
誘
い
が
あ
り
、
数
年
前
か
ら
、

週
に
一
日
は
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
毎
週
土
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の
時
間
、
中
学

生
か
ら
八
十
代
ま
で
の
老
若
男
女
約
二
十

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
方
達
と

楽
し
く
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
時
々
、
若
い
世
代
に
相
手
を
し

て
も
ら
う
時
に
は
、
負
け
ん
気
か
ら
か
頑

張
っ
て
し
ま
い
、
翌
日
？
に
は
筋
肉
痛
が

鹿沼市市民部保険年金課

課 長 鹿 嶋 　 敏

で
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
イ
イ
痛

み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ナ
イ
タ
ー
が
出
来
る
季
節
に
な

る
と
、
仕
事
後
急
い
で
コ
ー
ト
に
駆
け
つ

け
、
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日

が
雨
で
テ
ニ
ス
が
出
来
な
い
時
は
、
体
も

重
い
感
じ
が
し
た
り
、
気
分
的
に
も
何
と

な
く
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。

夢
中
で
テ
ニ
ス
を
し
て
い
る
と
、
い
ろ
い

ろ
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
時
で
も
、
汗

と
と
も
に
悪
い
も
の
が
流
れ
出
て
い
く
よ

う
で
す
。
テ
ニ
ス
の
お
か
げ
で
上
手
く
発

散
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

汗
を
か
い
た
後
の
爽
快
感
と
、
ビ
ー
ル
の

美
味
し
さ
は
格
別
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
維
持
の
た
め
、
ビ

ー
ル
を
美
味
し
く
呑
む
た
め
、
精
神
的
に

健
全
で
い
る
た
め
等
々
、
理
由
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
好
き
な
「
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
」
を
楽
し
ん
で
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニス
で
汗
を
流
そ
う
！

私の趣味と
健康法
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本
が
あ
り
、
国
道
293
号
は
市
の
北
部
を
東

西
に
、
国
道
294
号
は
市
の
中
心
部
を
南
北

に
走
っ
て
い
ま
す
。
特
に
294
号
と
県
道
宇

都
宮
烏
山
線
が
交
差
す
る
市
内
の
中
心
部

は
、
栃
木
県
東
部
の
交
通
の
要
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
速
自
動
車
道
路
で
は
、
東

北
自
動
車
道
、
北
関
東
自
動
車
道
路
及
び

常
磐
自
動
車
道
路
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
も
良

く
最
寄
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
50
分

程
度
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鉄
道
は
、
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
が
市
内
を
東
西

に
走
り
、
市
内
に
５
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
駅
ま
で
１
時
間
で
接
続
し
、
こ
の

地
方
の
足
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

那 須 烏 山 市第93回

南那須庁舎

那
須
烏
山
市
は
、
平
成
17
年
10
月
１
日

に
那
須
郡
南
那
須
町
と
同
郡
烏
山
町
が
合

併
し
、
那
須
烏
山
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

総
面
積
は
、
174
・
42
k㎡
で
、
県
全
体
の

2.7
％
に
な
り
ま
す
。

那
須
烏
山
市
は
、
栃
木
県
の
東
部
に
位

置
し
、
県
都
宇
都
宮
市
か
ら
概
ね
30
〜
35

㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
西
部
は
高
根
沢

町
、
北
部
は
さ
く
ら
市
、
那
珂
川
町
、
南

部
は
市
貝
町
、
茂
木
町
、
東
部
は
茨
城
県

常
陸
大
宮
市
に
接
し
て
い
ま
す
。

地
勢
は
、
八
溝
山
系
に
属
し
、
那
珂
川

が
平
野
部
を
貫
流
し
、
那
珂
川
右
岸
に
は

丘
陵
地
帯
が
形
成
さ
れ
、
丘
陵
が
縫
う
よ

う
に
荒
川
や
江
川
な
ど
の
大
小
河
川
が
貫

流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
帯
に
南
那
須
市

街
地
、
烏
山
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
那
珂
川
左
岸
は
、
東
部
山
間
地
帯
と

な
っ
て
お
り
、
那
珂
川
県
立
自
然
公
園
に

属
す
る
山
間
地
と
小
河
川
で
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

道
路
は
、
国
道
２
本
と
主
要
地
方
道
７
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第93回
那須烏山市

〜「
自
然
」と「
文
化
」と「
活
力
」が

〜「
自
然
」と「
文
化
」と「
活
力
」が

　
　
　

調
和
し
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　
　
　

調
和
し
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　
　

み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る

　
　

み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る

　
　
　
〝
ひ
か
り
輝
く
〞

　
　
　
〝
ひ
か
り
輝
く
〞 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

〜

〜「
自
然
」と「
文
化
」と「
活
力
」が

　
　
　

調
和
し
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　
　

み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る

　
　
　
〝
ひ
か
り
輝
く
〞 

ま
ち
づ
く
り 

〜

宇都宮市

那須烏山市

那須烏山市のシンボル
山とおひさまのイメージは、
恵まれた自然環境と、あたた
かい人とのふれあいを表現し
ています。上部の3つの点は、
その中で豊かな生活を営む知
恵を表しています。
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て
の
状
況
等
を
共
に
把
握
す
る
こ
と
で
課

税
の
適
正
並
び
に
収
納
率
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
正
な
滞
納
処
分
を

実
施
し
て
収
納
率
の
向
上
に
繋
げ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
短
期
被
保
険
者
証
の
１
ヶ
月

更
新
者
や
資
格
証
明
書
交
付
者
等
の
面
談

に
よ
り
国
保
税
へ
の
充
当
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
、

県
内
に
お
い
て
高
い
収
納
率
を
維
持
し
、

か
つ
収
納
率
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
へ
の
国
保
制
度
の
周
知
等

被
保
険
者
等
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
重
点
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、

年
度
末
に
国
保
制
度
周
知
用
チ
ラ
シ
を
単

独
で
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
、
制
度

の
周
知
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険

者
証
の
更
新
時
や
国
保
税
納
税
通
知
書
の

発
送
時
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、

さ
ら
に
、
市
の
広
報
紙
等
に
も
国
保
関
連

記
事
を
掲
載
し
、
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て

い
ま
す
。

市
民
課

市
民
課
に
は
、
市
民
係
・
国
保
医
療

係
・
住
民
戸
籍
係
（
烏
山
庁
舎
）
の
３
つ

の
係
が
あ
り
ま
す
。

市
民
係
で
は
、
戸
籍
及
び
住
民
基
本
台

帳
、
諸
証
明
の
発
行
、
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
の
被
保
険
者
資
格
に
関
す
る
業

務
を
行
い
、
国
保
医
療
係
で
は
、
国
民
健

康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
出
産
育
児

一
時
金
・
埋
葬
費
、
診
療
所
（
七
合
・

境
・
熊
田
診
療
所
）
に
関
す
る
業
務
、
住

民
戸
籍
係
（
烏
山
庁
舎
）
で
は
戸
籍
及
び

住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
国
民
年
金
、

国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
保
事
業
の
取
り
組
み
は
・
・
・

適
用
の
適
正
化

国
保
医
療
係
が
市
民
の
窓
口
対
応
係

（
資
格
得
喪
届
出
は
市
民
係
）
と
同
一
課
の

た
め
、
疑
義
が
生
じ
た
場
合
の
連
携
体
制

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
基
に
よ
る
異
動

届
を
市
民
係
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

国
保
医
療
係
で
も
新
た
な
目
で
再
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
転
入
や
社
保
離
脱
等
の
異
動

に
関
し
て
は
、
適
用
漏
れ
が
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

保
健
事
業

衛
生
部
門
と
の
連
携
が
上
手
く
図
ら
れ

て
お
り
、
医
療
費
分
析
等
の
結
果
を
保
健

師
に
提
供
し
、
保
健
事
業
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
予
防
教
室
参
加
者
を
対
象
と
し
た
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催
し
て
保
健
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
活
動
組

織
と
連
携
し
、
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も

に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
「
自
ら
の
健

康
は
自
ら
が
作
る
」
こ
と
を
目
的
に
各
教

室
を
開
催
し
、
市
民
の
健
康
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
額
療
養
資

金
貸
付
制
度
を
実
施
し
、
被
保
険
者
の
療

養
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

保
険
税
収
納
率
向
上
対
策

税
務
課
と
の
連
携
を
密
に
と
り
、
被
保

険
者
の
現
状
況
等
、
課
税
や
徴
収
に
関
し

税
務
課

税
務
課
は
現
在
、
課
長
以
下
職
員
18
名

（
管
理
収
税
係
４
名
、
市
民
税
係
５
名
、
資

産
税
係
５
名
、
税
務
課
会
計
係
３
名
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴
収
嘱
託
員
と

し
て
２
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
へ
１
名
派
遣

し
て
い
ま
す
。

那
須
鳥
山
市
の
国
保
税
の
現
年
度
分
収

納
率
は
、
平
成
21
年
度
は
87
・
49
％
と
な

っ
て
お
り
、
栃
木
県
内
に
お
い
て
中
位
に

位
置
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
（
平

成
23
年
３
月
31
日
現
在
）
で
は
87
・
53
％

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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那 須 烏 山 市第93回

滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
は
、
平
成
21
年

度
は
25
・
53
％
と
な
っ
て
お
り
、
栃
木
県

内
に
お
い
て
上
位
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
（
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
）

で
は
26
・
88
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
方
法
別
の
収
納
状
況
を
み

る
と
、
平
成
21
年
度
現
年
度
分
で
は
、
口

座
振
替
率
が
46
・
55
％
と
な
っ
て
お
り
、

栃
木
県
内
に
お
い
て
は
比
較
的
口
座
振
替

が
進
ん
で
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
那
須
鳥
山
市

で
は
更
な
る
収
納
率
向
上
を
図
る
べ
く
、

現
年
度
分
滞
納
者
へ
の
カ
ラ
ー
催
告
書
の

通
知
回
数
を
増
や
し
た
り
、
毎
週
火
曜
日

に
南
那
須
庁
舎
、
毎
週
木
曜
日
に
鳥
山
庁

舎
で
窓
口
業
務
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
す

る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
に

お
い
て
実
施
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に

つ
い
て
、
国
保
税
に
お
い
て
も
平
成
24
年

度
よ
り
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
納
税
環

境
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

滞
納
者
に
対
し
て
の
取
組
み
と
し
て
は
、

催
告
状
の
発
布
や
、
催
告
、
納
税
相
談
等

を
随
時
行
う
と
と
も
に
、
差
押
な
ど
の
滞

納
処
分
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
全
国
的
な
不
況

に
よ
る
雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
納

税
相
談
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
納

付
状
況
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
更

な
る
収
納
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
健
康
福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
を
含
む
）
と
こ
ど
も
課
が
あ

り
ま
す
。
健
康
福
祉
課
に
は
社
会
福
祉
係
、

生
活
福
祉
係
、
高
齢
い
き
が
い
係
、
介
護

保
険
係
、
健
康
増
進
係
の
５
係
が
あ
り
、

職
員
29
名
（
保
健
師
７
名
、
管
理
栄
養
士

１
名
、
社
会
福
祉
士
１
名
含
む
）、
嘱
託
職

員
４
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
増

進
係
の
状
況
で
す
が
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
各
種
教
室
、
こ
こ
ろ
と
身
体

の
健
康
相
談
、
食
生
活
相
談
、
が
ん
検
診
、

特
定
保
健
指
導
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
す
か
ら
す
や
ま
健
康
プ
ラ
ン

〜
ス
ロ
ー
ガ
ン
〜

『
わ
た
し
の
健
康
み
ん
な
の
幸
せ
』

国
、
県
と
同
様
に
、
那
須
鳥
山
市
に
お

い
て
も
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

医
療
費
や
介
護
の
負
担
が
増
大
す
る
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
重
視
し
た
対
策
及
び
生
涯
を
通
し
た

一
貫
性
の
あ
る
健
康
づ
く
り
に
重
点
を
置

き
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
民
、
関
係
機
関
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
基
本
計
画
と
し
て
「
な
す
か

ら
す
や
ま
健
康
プ
ラ
ン
」
を
平
成
19
年
３

月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
本
計
画
で
は
、

「
栄
養
・
食
生
活
」「
運
動
・
身
体
活
動
」

「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」「
喫
煙
」「
歯
の

健
康
」「
生
活
習
慣
病
」
の
６
つ
を
重
点
領

域
と
し
、
食
育
教
室
や
各
種
予
防
教
室
等
、

各
年
代
の
特
徴
に
応
じ
た
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
は
平
成
19
年
度
を
初

年
度
と
し
、
平
成
28
年
度
を
目
標
年
次
と

す
る
10
ヵ
年
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
中
間

年
度
に
あ
た
る
平
成
23
年
度
に
計
画
の
評

価
及
び
見
直
し
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
の
実
施

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
予
防
、
健

康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
健
診
の

機
会
を
得
に
く
い
年
齢
層
の
方
（
30
〜
39

歳
ま
で
の
方
）
を
対
象
に
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

健
診
」
と
し
て
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

の
実
施
日
程
に
合
わ
せ
、
希
望
者
へ
の
早

期
健
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
と
地
域
医
療
機
関
、
住
民
と

の
連
携
推
進
事
業

那
須
鳥
山
市
で
は
、
国
保
の
医
療
費
デ

ー
タ
に
よ
り
生
活
習
慣
病
全
体
が
占
め
る

割
合
は
34
・
８
％
と
県
平
均
の
29
・
８
％

を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、「
な
す
か
ら
す
や
ま
健
康
プ
ラ
ン
」
に

お
け
る
中
間
評
価
の
た
め
の
調
査
（
平
成

22
年
10
月
実
施
）
に
よ
り
、
青
壮
年
期
の

肥
満
や
食
生
活
、
運
動
等
の
生
活
習
慣
の

問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
学
童

期
・
思
春
期
に
お
い
て
は
、
食
習
慣
や
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
か
ら
、
肥
満
や
高
脂
血

症
、
貧
血
な
ど
の
問
題
が
考
え
ら
れ
、
生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
平
成
23
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
る
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
の
血

液
検
査
の
結
果
を
受
け
、
小
中
学
校
と
地

域
医
療
機
関
、
住
民
と
の
連
携
を
図
り
、

児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
普
及
啓
発
事
業
及
び
生
活
習
慣
改
善
支

援
を
目
的
と
し
た
健
康
教
室
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

（
取
材
日
　
平
成
23
年
４
月
26
日
）
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①
は
じ
め
に

ご
縁
が
あ
っ
て
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
デ
ー
タ
の
活
用
法

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

拙
い
文
章
で
恐
縮
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
付

き
合
い
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

特
定
健
診
制
度
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
３

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
デ
ー
タ
の
活
用

の
仕
方
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
デ
ー
タ
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
は
各
保

険
者
で
工
夫
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
通

常
、
何
ら
か
の
事
業
を
円
滑
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が

重
要
で
す
。
す
な
わ
ちPlan

（
計
画
）→
D
o

（
実
行
）→

Check
（
評
価
）→

A
ct

（
改
善
）
の
４
段
階
を
繰
り
返
す
こ
と
で
事

業
内
容
を
改
善
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ

し
て
４
つ
の
ど
こ
が
欠
け
て
も
こ
の
サ
イ

ク
ル
を
う
ま
く
回
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
中
で
特
に
評
価
（Check

）
の
部
分
は

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
行
う
必
要

が
あ
り
、
こ
こ
を
い
い
加
減
に
済
ま
す
と

適
切
な
改
善
や
次
の
事
業
計
画
に
繋
が
り

ま
せ
ん
。
と
い
う
わ
け
で
本
稿
で
は
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
デ
ー
タ
の
事
業

評
価
お
よ
び
計
画
策
定
へ
の
活
用
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
特
定
健
診
制
度
に
お
け
る
事
業
評
価

特
定
健
診
制
度
に
つ
い
て
は
ご
存
知
の

こ
と
な
の
で
多
く
は
述
べ
ま
せ
ん
が
、
特

徴
と
し
て
は
実
施
主
体
を
保
険
者
に
し
て

医
療
費
適
正
化
の
責
任
の
所
在
を
は
っ
き

り
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
と
、
総
花
的
な
取

り
組
み
で
実
効
性
が
薄
か
っ
た
と
い
う
今

ま
で
の
生
活
習
慣
病
対
策
の
反
省
を
踏
ま

え
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
焦

点
を
絞
っ
た
と
い
う
点
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
素
朴
な
疑

問
と
し
て
「
健
診
・
保
健
指
導
で
医
療
費

の
適
正
化
は
で
き
る
の
か
？
」
と
い
う
点

が
当
初
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
医

療
費
適
正
化
の
科
学
的
根
拠
は
乏
し
く
、

国
の
資
料
を
見
て
も
社
会
保
険
健
康
事
業

財
団
の
保
健
指
導
で
有
所
見
者
が
減
っ
た

こ
と
、
三
重
県
の
政
管
被
保
険
者
や
宮
城

県
大
崎
保
健
所
管
内
の
国
保
加
入
者
で
健

診
所
見
や
生
活
習
慣
が
悪
い
人
は
医
療
費

が
高
か
っ
た
こ
と
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
今
回
の
制
度
を
「
壮
大
な

社
会
実
験
」
と
し
て
揶
揄
す
る
む
き
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
既
に
お
手
本
が
あ

る
事
業
と
は
異
な
り
、
各
保
険
者
で
事
業

の
綿
密
な
計
画
と
評
価
を
き
ち
ん
と
行
っ

教授　岡 村 智 教
慶應義塾大学医学部　衛生学公衆衛生学

特 別 寄 稿

生活習慣病予防・医療費適正化に向けた
特定健診・特定保健指導データの活用

第第１回第１回

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
ま

ず
考
え
ら
れ
る
の
が
健
診
デ
ー
タ
と
レ
セ

プ
ト
デ
ー
タ
の
突
合
で
す
。

③
健
診
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の

突
合
の
問
題
点

あ
る
病
気
の
予
防
対
策
を
考
え
る
際
、

ま
ず
そ
の
病
気
の
原
因
が
何
か
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

原
因
は
必
ず
結
果
よ
り
も
前
に
あ
る
と
い

う
時
間
の
前
後
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
例
え
ば
高
血
圧
の
人
と
正
常
血

圧
の
人
の
塩
分
摂
取
量
は
ど
ち
ら
が
多
い

で
し
ょ
う
か
？
　
ふ
つ
う
「
高
血
圧
の
人
」

と
答
え
そ
う
で
す
が
、
話
は
そ
ん
な
に
単

純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
高
血
圧

と
言
わ
れ
て
い
る
人
は
塩
分
を
減
ら
す
努

力
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
正
常
血
圧

の
人
よ
り
も
む
し
ろ
塩
分
を
控
え
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
塩
分
と
血
圧
の

関
係
を
き
ち
ん
と
見
よ
う
と
す
る
と
、
ま

ず
現
時
点
で
血
圧
が
正
常
な
人
の
塩
分
摂

取
量
を
調
べ
て
、
次
に
ど
の
人
が
高
血
圧

に
な
る
か
を
数
年
間
か
け
て
観
察
し
て
い

く
、
と
い
う
よ
う
な
研
究
が
必
要
に
な
り

ま
す
（
図
１
）。

こ
れ
は
健
診
デ
ー
タ
と
医
療
費
デ
ー
タ

の
分
析
で
も
同
じ
で
、
健
診
受
診
時
点
で

医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
人
は
治
療
の
必
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要
性
が
あ
っ
て
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
さ
か
「
治
療
を
中
断
し
ろ
」
と
い
う
指

導
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
健
診
所

見
と
直
近
の
医
療
費
の
関
連
を
見
て
も

「
治
療
中
の
人
は
高
い
」
と
い
う
以
上
の
情

報
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
ま
た
レ
セ
プ
ト
の

病
名
を
探
索
し
て
も
結
局
「
生
活
習
慣
病

に
よ
る
医
療
費
が
多
い
」
と
い
う
以
上
の

情
報
が
出
て
こ
な
い
の
は
ご
承
知
の
通
り

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
健
診
と
保
健
指
導

を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
医
療
費
で
あ
れ

ば
今
か
ら
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特

定
健
診
制
度
で
も
適
正
化
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
将

来
の
医
療
費
（
医
療
費
の
伸

び
）
で
す
。
し
た
が
っ
て
健

診
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
の
突
合
に
お
い
て
も
、
健

診
・
保
健
指
導
の
効
果
を
検

証
す
る
場
合
は
、
時
間
の
前

後
関
係
を
考
え
た
解
析
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

具
体
的
な
例
と
し
て
、
滋
賀

県
国
民
保
険
団
体
連
合
会
の

「
地
域
健
康
づ
く
り
検
討
委

員
会
」
で
行
っ
た
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

④
滋
賀
国
保
険
団
体
連
合
会

「
地
域
健
康
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

滋
賀
県
国
民
保
険
団
体
連
合
会
は
、
保

健
事
業
の
評
価
や
被
保
険
者
の
健
康
増
進

等
を
目
的
と
し
て
「
地
域
健
康
づ
く
り
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
大
学
等
と
共
同

で
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
平
成

14
年
度
事
業
と
し
て
健
診
所
見
と
医
療
費

の
関
連
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
同
じ
年
の
健
診
デ
ー
タ
と

医
療
費
デ
ー
タ
を
突
合
す
る
の
で
は
な
く
、

時
間
の
前
後
関
係
を
考
慮
し
て
健
診
所
見

と
健
診
受
診
後
10
年
間
の
医
療
費
の
関
係

を
み
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
健
診
所
見
の

人
が
受
診
後
10
年
で
ど
の
く
ら
い
医
療
費

を
使
う
の
か
が
わ
か
れ
ば
、「
健
診
所
見
を

○
％
改
善
し
た
ら
医
療
費
を
○
円
適
正
化

で
き
る
」
と
い
う
予
測
を
た
て
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
は
、
１
９
９

０
年
の
滋
賀
県
７
町
１
村
（
当
時
）
在
住

の
国
保
加
入
者
（
40
〜
69
歳
）
で
、
同
時

に
こ
の
年
に
基
本
健
康
診
査
を
受
け
た
約

４
５
０
０
人
で
す
。
国
保
医
療
費
の
デ
ー

タ
は
、
健
診
受
診
の
翌
年
か
ら
10
年
分

（
１
９
９
１
〜
２
０
０
０
年
）
の
医
科
レ
セ

プ
ト
を
個
人
単
位
で
す
べ
て
ま
と
め
ま
し

た
。
ま
た
追
跡
期
間
中
の
国
保
資
格
喪
失

の
有
無
と
そ
の
理
由
も
調
べ
ま
し
た
。
な

お
健
診
デ
ー
タ
と
医
療
費
デ
ー
タ
の
突
合

で
す
が
、
当
時
は
健
診
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ

ト
デ
ー
タ
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
管
理
さ

れ
て
い
た
た
め
非
常
に
困
難
を
極
め
ま
し

た
。
例
え
ば
生
年
月
日
、
カ
ナ
氏
名
、
性

別
な
ど
で
両
者
を
突
合
さ
せ
、
合
致
し
な

い
場
合
に
は
一
つ
一
つ
レ
セ
プ
ト
を
確
認

す
る
な
ど
の
作
業
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
１
９
９
０
年
の
健
診
デ
ー
タ
に

１
９
９
１
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
の
医

療
費
デ
ー
タ
が
突
合
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
作
業
は
滋
賀
県
国
保
連
合
会
の
全
面

的
な
協
力
の
下
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
レ
セ
プ
ト
病
名
を
ど
う
扱
っ
た

か
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。
も
し
頑
張
っ
て

10
年
間
の
病
名
を
全
部
拾
い
出
し
て
も
通

常
５
月
の
主
病
名
し
か
入
力
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
残
念
な
こ
と
に
こ
の
病
名
が

本
当
に
被
保
険
者
の
最
も
重
要
な
病
気
を

示
し
て
い
る
と
い
う
保
証
も
あ
り
ま
せ
ん
。

レ
セ
プ
ト
上
の
病
名
と
い
う
の
は
医
学
的

診
断
名
で
は
な
く
、
保
険
診
療
上
の
必
要

性
で
付
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
全
体
像

を
見
な
い
と
そ
の
人
の
実
際
の
病
状
の
判

断
は
難
し
い
の
で
す
。
も
し
本
気
で
取
り

組
む
の
で
あ
れ
ば
す
べ
て
の
レ
セ
プ
ト
を

見
て
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
と
て
も
そ
ん
な
時
間
的
な
余
裕
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
病
名
別
の
医

療
費
と
い
う
の
も
曲
者
で
、
健
診
で
特
定

の
病
名
の
医
療
費
が
減
っ
た
よ
う
に
見
え

て
も
、
医
療
費
全
体
が
減
っ
て
な
け
れ
ば

医
療
費
適
正
化
対
策
と
し
て
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
病
名
別
の
医
療
費
は

考
慮
せ
ず
、
外
来
医
療
費
や
入
院
医
療
費
、

総
医
療
費
な
ど
の
総
額
を
評
価
指
標
に
し

ま
し
た
。
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⑤
健
診
時
の
血
圧
と
健
診
受
診
後

10
年
間
の
医
療
費
の
関
連

で
は
こ
の
デ
ー
タ
を
実
際
に
分
析
す
る

と
ど
う
な
る
か
高
血
圧
と
医
療
費
の
関
連

を
例
に
し
て
示
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず

１
９
９
０
年
の
健
診
デ
ー
タ
で
対
象
者
を

正
常
血
圧
、
高
血
圧
前
症
、
ス
テ
ー
ジ
１

高
血
圧
、
ス
テ
ー
ジ
２
高
血
圧
に
分
類
し

ま
し
た
（
血
圧
デ
ー
タ
の
あ
っ
た
４
１
９

岡村　智教（おかむらとものり）
（略　　歴）
1964年生まれ、1982年山口県立萩高等学校卒業、1988年 筑波大学医学部卒業。同年、厚生省健康政策
局計画課および高知県土佐山田保健所、1993年 大阪府立成人病センター循環器検診科、2000年 滋賀医科
大学福祉保健医学講座助教授、2007年 国立循環器病センター予防検診部長、2010年 慶應義塾大学衛生学
公衆衛生学教授（現職）

（所属学会）
日本動脈硬化学会理事。日本公衆衛生学会、日本疫学会、日本アルコール薬物医学会、日本循環器病管理研
究協議会各評議員。

（委員等）
厚生労働省「医療費統計の整備に関する検討会」、「特定健診・特定保健指導の実施に関するワーキンググル
ープ」、「慢性疾患対策の更なる充実に向けた検討会」、総務省消防庁「救急統計活用検討会構成員」の各委員
を歴任。

プロフィール

１
人
が
対
象
）。
こ
れ
が
１
９
９
０
年
の
状

態
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
医
療
費
を
追
い
か

け
た
わ
け
で
す
（
図
２
）。
な
お
医
療
費
の

比
較
に
際
し
て
は
、
各
個
人
の
10
年
間
の

医
療
費
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
保
加
入
月

数
で
割
っ
て
月
平
均
の
医
療
費
を
用
い
ま

し
た
。
こ
の
計
算
を
し
な
い
と
長
く
加
入

し
て
い
る
人
の
医
療
費
が
高
く
見
え
て
し

ま
い
ま
す
。
図
３
に
血
圧
各
群
の
一
人
当

た
り
の
総
医
療
費
（
10
年
間
の
月
平
均
医

療
費
）
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と

血
圧
の
区
分
が
高
い
ほ
ど
明
ら
か
に
医
療

費
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
男
性
で

は
、
正
常
血
圧
だ
と
月
平
均
で
約
１
万
５

千
円
、
ス
テ
ー
ジ
２
だ
と
４
万
５
千
円
で

３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
で

も
男
性
ほ
ど
顕
著
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

血
圧
が
高
く
な
る
と
医
療
費
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
示
し

ま
せ
ん
が
、
統
計
的
に
年
齢
、
肥
満
度
、

糖
尿
病
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
飲
酒
、
喫
煙
を

調
整
し
て
も
ほ
ぼ
同
様

の
関
連
を
認
め
た
た

め
、
純
粋
に
高
血
圧
だ

け
の
影
響
で
医
療
費
が

高
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
保
険
者
全

体
の
国
保
医
療
費
に
最

も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
た
の
は
、
重
症
高

血
圧
（
ス
テ
ー
ジ
２
）

だ
と
言
っ
て
も
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？
　
と
こ

ろ
が
そ
う
と
も
言
え
な

い
の
で
す
。
こ
の
続
き

は
次
回
に
お
話
し
し
ま

す
。
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各
市
町
を
訪
問
し
、
収
納
率
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
取
り
組
み
状
況
を
ル
ポ
い
た
し

ま
す
。

平
成
21
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

企
画
は
第
９
回
目
を
迎
え
、
今
回
は
佐
野

市
に
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
野
市
の
収
納
課
は
、
課
長
以
下
収
納

管
理
係
５
名
、
納
税
係
12
名
、
税
外
収
納

係
２
名
の
職
員
と
臨
時
嘱
託
員
６
名
の
計

26
名
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
納

税
係
よ
り
県
の
地
方
税
収
納
特
別
対
策
室

に
職
員
１
名
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。

佐
野
市
の
国
保
税
の
収
納
率
は
、
平
成

21
年
度
に
お
い
て
は
現
年
度
課
税
分
86
・

４
％
で
対
前
年
比
0.3
％
の
増
、
滞
納
繰
越

分
は
15
・
７
％
で
対
前
年
比
1.2
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
の
国
保
税
収

納
率
（
平
成
23
年
３
月
末
日
時
点
）
に
お

い
て
は
、
現
年
度
課
税
分
85
・
５
％
、
滞

納
繰
越
分
17
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
佐
野
市
に
お
い
て
策
定
し
た
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
に
か
け
て
の

中
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度

の
現
年
度
分
収
納
率
を
平
成
21
年
度
国
保

料
・
税
（
現
年
度
分
）
全
国
平
均
（
88
・

01
％
）
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

▼
国
保
税
収
納
率
向
上
へ
の
取
組
み

（
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
）

○
初
期
滞
納
者
へ
の
取
組
み

新
た
な
滞
納
者
を
増
や
さ
な
い
こ
と

で
滞
納
額
を
減
ら
し
、
収
納
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
の
考
え
か
ら
、
過
年
度

滞
納
の
な
い
現
年
度
分
未
納
者
を
対
象

に
、
在
宅
率
の
高
い
夕
方
か
ら
夜
間
を

中
心
と
し
た
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

７
時
ま
で
と
土
・
日
曜
日
（
毎
月
１
回
）

に
、
臨
時
嘱
託
員
２
名
に
よ
る
電
話
催

告
及
び
臨
時
嘱
託
員
２
名
に
よ
る
臨
戸

訪
問
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
電
話
催

告
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
は
５，

６
２
０
件
の
架
電
の
う
ち
２，

９
３
８

件
（
架
電
数
の
52
％
）
の
収
納
に
結
び

つ
く
結
果
と
な
り
、
収
納
率
の
向
上
に

効
果
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

○
長
期
滞
納
者
へ
の
取
組
み

臨
時
嘱
託
員
２
名
（
税
務
経
験
の
あ

る
職
員
Ｏ
Ｂ
）
に
よ
り
、
臨
戸
訪
問
に

よ
る
納
税
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

臨
戸
訪
問
の
際
に
は
、
国
保
税
に
関
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
口
座
振
替

の
推
進
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
も
併
せ
て
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ収納率あっぷルポ佐野市
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○
差
押
の
実
施

滞
納
者
に
対
し
、
預
金
、
生
命
保
険
、

給
与
、
年
金
等
の
差
押
を
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
全
税
目
で
の
差
押
件

数
は
１，

５
４
２
件
と
、
前
年
度
比

173
％
と
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
の
推
進

平
成
22
年
11
月
15
日
よ
り
新
規
に
市

税
の
口
座
振
替
を
申
し
込
み
さ
れ
た
納

税
者
（
先
着
１，

２
０
０
名
）
を
対
象

に
「
薬
用
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
口
座
振
替
の
推
進
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
収
納

平
成
19
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
実
施
し
、
平
成
22
年
度
よ
り
軽
自

動
車
税
・
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
民
健
康
保
険
税
の
４
税
に
つ
い
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
、
市
税
な
ど
の
滞
納

者
か
ら
差
押
え
た
財
産
の
公
売
を
行
っ

て
お
り
、
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、

120
点
の
公
売
に
対
し
105
点
が
売
却
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

○
国
保
税
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の

Ｐ
Ｒ佐

野
市
の
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
り
国
保
税
納
付
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、

未
納
者
の
増
加
が
国
保
税
の
値
上
げ
及

び
未
納
者
の
負
担
分
を
納
付
者
が
負
担

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
内
容
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
国
保
税
未

納
者
へ
の
催
促
書
送
付
時
に
同
封
す
る

な
ど
、
納
付
へ
の
理
解
・
協
力
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

○
医
療
保
険
課
　
収
納
対
策
係
と
の
連
携

医
療
保
険
課
に
お
い
て
保
険
証
の
交

付
を
行
う
と
と
も
に
、
国
保
税
に
特
化

し
た
収
納
対
策
係
を
設
置
し
て
、
主
に

過
年
度
滞
納
者
へ
の
納
付
啓
発
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
納
付
啓
発
に
よ
り
納
付

の
意
思
を
確
認
で
き
た
場
合
、
収
納
課

職
員
が
徴
収
を
行
う
よ
う
連
携
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

○
そ
の
他

通
常
、
週
２
日
（
水
・
金
曜
日
）
の

窓
口
業
務
の
延
長
（
午
後
７
時
ま
で
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
４
月
、
５
月
の
出
納
閉
鎖
期

間
に
お
い
て
は
、
収
納
課
と
関
係
各
課

と
の
連
携
に
よ
り
、
夜
間
臨
戸
訪
問
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

▼
国
保
税
収
納
率
向
上
に
向
け
た

今
後
の
課
題
と
対
策

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
直
接

的
・
間
接
的
な
被
害
、
風
評
被
害
、
過
度

の
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
収
納
額
、
収
納
率

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
被
害
や
影
響

を
受
け
ら
れ
た
方
々
へ
配
慮
を
し
つ
つ
、

今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
差
押
、
臨
戸
訪

問
、
夜
間
訪
問
、
県
と
の
共
同
催
告
な
ど

の
取
組
み
を
更
に
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
者
の
半
数
近
く
を
占
め
る

低
所
得
者
へ
の
対
応
に
は
、
個
々
に
応
じ

た
納
付
相
談
、
分
納
相
談
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

▼
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
後
…

佐
野
市
は
平
成
19
年
度
に
国
保
連
合
会

の
「
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
を

実
施
し
、
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
篠

塚
三
郎
先
生
、
井
上
忠
秋
先
生
よ
り
、
滞

納
案
件
の
具
体
的
な
対
処
方
法
や
徴
税
吏

員
の
使
命
・
心
構
え
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
相
談

し
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
差
押
財
産
が
な

い
も
の
や
小
額
分
納
な
ど
、
佐
野
市
に
お

い
て
も
徴
収
困
難
な
案
件
と
な
っ
て
お
り
、

直
ち
に
納
付
に
つ
な
が
っ
た
も
の
や
完
結

に
至
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

各
職
員
の
滞
納
整
理
に
対
す
る
「
意
識
改

革
」
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
佐
野
市
収
納
課
の
取
組
み
に

つ
い
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
取
組
み
は
積
極
的
で
あ
る
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
収
納
課
の
職
員
が

『
滞
納
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
』
と
い
う
課
内
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
差
押
の
状
況
等
を
掲
載
す
る
こ

と
で
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

取
材
を
通
じ
、
職
員
の
方
々
の
地
道
な
努

力
と
様
々
な
取
組
み
が
収
納
率
向
上
に
つ

な
が
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

佐
野
市
収
納
課
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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第5回 介
護 

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

介
護 

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

忘
れ
え
ぬ
人
々
（
そ
の
１
）

高橋紘一

か
れ
こ
れ
40
年
、
入
所
施
設
（
現
在
の

勤
務
先
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
事
業
も
あ
り
ま
す
が
）
で
働
い

て
き
ま
し
た
か
ら
、
多
く
の
お
年
寄
り
と

出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
私
が
68
歳
。
介
護
保
険
証
が
届
い
た

と
き
の
か
す
か
な
驚
き
も
体
験
し
た
前
期

高
齢
者
の
域
に
入
り
ま
し
た
。
体
の
故
障

で
短
期
間
な
が
ら
入
院
も
し
、
生
活
習
慣

病
と
い
わ
れ
る
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
に
悩

ま
さ
れ
、「
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
薬
を
飲
ま
な

け
れ
ば
駄
目
で
す
よ
」
と
勧
告
さ
れ
て
、

定
期
的
に
病
院
通
い
も
始
め
た
の
が
65
歳

に
な
っ
て
か
ら
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

ま
に
病
も
ち
の
老
体
と
な
り
ま
し
た
。
頻

繁
に
も
の
忘
れ
も
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

漠
然
と
な
が
ら
「
老
い
」
の
先
行
き
に
不

安
を
覚
え
る
年
齢
に
な
っ
て
き
て
、「
老
い
」

の
切
実
さ
に
心
穏
や
か
で
は
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
お
年
寄
り
の
世
界

に
関
わ
っ
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
わ
が
身

に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。
駄
目
だ
な
あ
。

措
置
制
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
へ
、
そ

れ
に
伴
う
社
会
福
祉
法
人
独
占
か
ら
株
式

会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
加
わ
っ
た
多

様
な
事
業
体
の
誕
生
・
運
営
へ
、
収
容
施

設
か
ら
生
活
施
設
へ
、
施
設
主
体
か
ら
利

用
者
主
体
へ
、
施
設
の
大
規
模
化
か
ら
小

規
模
化
へ
、
隔
離
か
ら
地
域
密
着
化
へ
、

施
設
の
場
合
で
も
多
床
室
か
ら
個
室
へ
、

認
知
証
の
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
創
設

等
々
、
施
設
の
外
も
内
も
考
え
方
や
建
物

の
中
身
ま
で
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
ど
う

判
断
し
て
い
く
か
は
さ
て
お
い
て
、「
そ
の

施
設
に
人
が
住
み
、
生
活
し
て
い
た
と
い

う
事
実
」
は
少
し
も
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
な
お
、
現
在
進
行
中
で
す
。

昔
は
、
酷
か
っ
た
、
今
は
良
く
な
っ
た
と

諭
じ
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
の
よ
う
に
も

思
い
ま
す
。
た
だ
私
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
勤
務
経
験
を
し
ま
し
た
の
で
、
そ
こ

で
出
会
っ
た
今
も
な
お
心
に
残
る
人
を
報

告
し
、
私
を
含
め
読
者
の
皆
様
に
「
老
い
」

を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま

す
。一．

養
護
老
人
ホ
ー
ム

Ｓ
さ
ん
（
男
性
）
に
つ
い
て

昭
和
50
年
初
め
、
Ｓ
さ
ん
は
70
歳
に
な

っ
て
雇
い
主
（
農
業
）
に
連
れ
ら
れ
て
入

所
し
ま
し
た
。
雇
い
主
は
40
歳
代
で
し
た

が
、
か
な
り
長
い
Ｓ
さ
ん
の
履
歴
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
要
旨
は
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
か
ら
、
私
に
は
よ
ほ
ど
刺
激
的
だ

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
親
父
の
代
に
Ｓ
さ
ん
は
12
〜
13
歳
ご
ろ
、

小
作
人
と
し
て
私
の
家
に
奉
公
に
上
が
り

ま
し
た
。
福
島
の
出
身
で
す
。
詳
し
い
経

緯
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
口
減

ら
し
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
軽
い
精
神
薄
弱
（
現
在
は
知
的
障

が
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
こ
う

用
い
て
い
ま
し
た
。
痴
呆
症
が
認
知
症
に

変
わ
っ
た
よ
う
に
）
で
し
た
。
親
父
の
後

に
つ
い
て
農
作
業
を
こ
な
し
働
い
て
い
ま

し
た
。
親
同
士
の
話
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

祭
り
の
時
な
ど
に
小
遣
い
を
も
ら
う
程
度

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
農
家
で
す
か
ら

米
に
は
不
自
由
し
ま
せ
ん
か
ら
、
ひ
も
じ

い
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
私
の
代

に
な
り
、
Ｓ
さ
ん
も
年
老
い
て
き
て
農
作

業
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、
家
周
り
の
掃

除
や
、
雑
用
、
風
呂
焚
き
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
こ
の
家
で
働
い
て

き
た
と
い
う
わ
が
ま
ま
み
た
い
な
も
の
が

出
て
き
ま
し
た
。（
怒
り
を
伴
う
も
の
で
あ
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る
こ
と
は
私
に
も
想
像
つ
き
ま
す
。
自
分

の
不
如
意
に
ど
う
に
も
心
の
押
さ
え
が
き

か
な
い
の
で
す
。）
家
の
中
で
波
風
が
立
つ

よ
う
に
な
り
、
何
度
か
私
も
注
意
し
た
の

で
す
が
、
ま
た
元
に
戻
り
ま
す
。
長
い
間
、

家
族
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

私
も
死
ぬ
ま
で
こ
こ
で
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
わ
が
ま
ま
が
高
じ
る
ば
か
り
で
、

私
も
と
う
と
う
諦
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
役

所
に
相
談
に
行
っ
た
の
で
す
。」

昭
和
初
期
、
東
北
の
大
凶
作
は
大
変
な

惨
状
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
お
し
ん
」
を

覚
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
山
形
県
立
図
書
館
に
行
く
と
「
お
し
ん
」

の
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
さ
す
が
と

思
わ
せ
ま
す
。）「
娘
の
身
売
り
」
が
報
道

も
さ
れ
ま
し
た
。「
東
北
を
救
え
」
と
活
発

な
募
金
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。（
平
成
23

年
３
月
11
日
、
東
北
・
関
東
大
震
災
、
大

津
波
、
福
島
原
発
事
故
の
発
生
以
降
の
報

道
を
見
れ
ば
、
時
代
は
違
っ
て
も
、
私
達

人
間
社
会
に
共
通
す
る
事
が
色
々
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。）
福
島
が
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
も
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

Ｓ
さ
ん
と
同
じ
福
島
か
ら
や
は
り
北
関
東

の
米
ど
こ
ろ
に
奉
公
に
来
て
い
た
Ｗ
さ
ん

も
ま
た
、
老
齢
に
な
っ
て
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
青
年
期
、
壮

年
期
の
寂
し
さ
を
少
し
離
れ
た
居
酒
屋
で

紛
ら
わ
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
の
お

か
み
も
や
が
て
入
所
し
て
く
る
と
い
う
奇

妙
な
巡
り
合
わ
せ
で
、
夕
方
に
な
る
と
ホ

ー
ム
の
一
室
は
居
酒
屋
の
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
、
周
辺
か
ら
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。「
何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
や

ん
わ
り
言
お
う
も
の
な
ら
、「
お
前
に
解
る

は
ず
も
な
い
」
と
ケ
ン
モ
ホ
ロ
ロ
。
こ
ち

ら
も
や
け
く
そ
で
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
も

の
で
す
。
後
で
お
目
玉
を
食
ら
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
切
な

か
っ
た
の
で
す
。
変
え
ら
れ
る
も
の
な
ら

変
え
た
い
。
し
か
し
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
と
い
う
自
棄
の
よ
う
な
も
の
が
お
年
寄

り
の
心
の
片
隅
に
燻
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
農
業
人
口
が
圧
倒
的
に
多
い
時
代
、

地
主
―
小
作
関
係
の
社
会
構
造
の
中
で
貧

し
さ
に
あ
え
ぐ
多
く
の
人
々
が
い
た
時
代

が
あ
っ
た
の
で
す
。
県
北
の
米
作
地
帯
が

過
剰
人
口
の
吸
収
先
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
食
べ
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
時
代
に
、「
老
い
」
を
迎
え
る
こ

と
の
そ
の
先
の
選
択
肢
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り

ま
せ
ん
。「
収
容
」
と
い
う
名
の
と
お
り
望

む
と
望
ま
ぬ
に
関
係
な
く
、
施
設
に
入
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
昭
和
年

代
「
養
老
院
」
と
呼
ば
れ
「
姨
捨
」
の
代

名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
の
も
そ
れ

な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
で
し
ょ
う
。「
俺
の
人
生
も
こ
れ
ま
で

か
」
と
思
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
も
い
え

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
の
う
ち
は
推
し
量

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
鬱
屈
」
し
て

当
然
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
日
常
生
活
に
表

れ
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
と
し

て
30
代
の
私
に
は
「
ど
う
し
て
そ
う
荒
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
が
解
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
年
寄
り
か
ら
す
れ
ば
、「
お

前
み
た
い
な
若
造
に
俺
の
苦
し
み
、
切
な

さ
が
解
る
は
ず
は
な
い
」
と
い
う
心
境
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。
当
時
は
「
生
活
指
導
」

と
い
う
言
葉
で
し
た
。
お
こ
が
ま
し
い
こ

と
こ
の
上
な
い
わ
け
で
す
。「
子
供
に
捨
て

ら
れ
た
」「
親
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
「
老
人
ホ
ー
ム
ジ
レ
ン
マ
」
以
前
の
問

題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。
男
性
も

女
性
も
単
身
が
ほ
ど
ん
ど
で
、「
家
」
か
ら

は
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。（
一
組
の

夫
婦
が
い
ま
し
た
）
現
在
の
課
題
で
言
え

ば
、
小
数
家
族
の
「
介
護
」
問
題
で
し
ょ

う
。
貧
し
く
な
く
と
も
、
や
が
て
「
家
」

か
ら
は
み
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
十
分

に
想
像
で
き
ま
す
。「
社
会
化
」
と
い
う
言

葉
で
置
き
換
え
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
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言
い
過
ぎ
か
な
。
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、

い
や
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
不
問
に

し
て
い
る
だ
け
の
話
で
す
。
豪
華
老
人
ホ

ー
ム
な
ら
そ
う
い
う
悩
み
は
な
い
の
か
と

質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
入
れ
る
人
は
、
い
つ
の

時
代
に
も
少
数
派
で
す
。
制
度
上
の
大
部

屋
で
あ
れ
、
個
室
で
あ
れ
、
施
設
に
入
る

こ
と
は
あ
る
種
の
「
覚
悟
」
が
必
要
な
の

で
す
。
そ
の
こ
と
は
今
日
で
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
施
設
に
入
っ
て
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月

経
た
な
い
と
、
施
設
生
活
に
慣
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
起
床
か
ら
食
事
、

就
寝
ま
で
き
ち
ん
と
日
課
表
が
で
き
て
お

り
、
お
年
寄
り
も
職
員
も
そ
の
時
間
に
沿

っ
て
動
く
わ
け
で
す
。
し
か
も
昭
和
50
年

当
時
８
畳
４
人
の
相
部
屋
で
す
か
ら
、
部

屋
ル
ー
ル
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
新

参
者
に
は
息
が
詰
ま
る
よ
う
に
感
じ
た
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
さ
ん
は
口
数
が
少

な
く
、
ホ
ー
ム
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
老
人
は
生
活
に
慣
れ
ず
に
何
度
と
な

く
ホ
ー
ム
出
（
家
出
）
を
繰
り
返
し
、
東

京
山
谷
ま
で
引
き
取
り
に
行
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
？
」

「
老
人
ホ
ー
ム
は
も
う
沢
山
だ
」
と
言
っ
て

再
び
ホ
ー
ム
を
出
て
、
そ
れ
き
り
行
方
不

明
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
壮
絶
な
「
老

い
」
期
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

Ｓ
さ
ん
が
居
な
く
な
っ
た
の
は
朝
の
４
時

ご
ろ
。
駅
に
行
き
ま
し
て
尋
ね
る
と
、
今

朝
は
老
人
は
来
て
い
な
い
と
い
う
。
雇
い

主
の
家
ま
で
約
40
キ
ロ
。
行
き
先
は
そ
こ

し
か
思
い
当
た
り
ま
せ
ん
。
電
話
を
入
れ

て
事
情
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も
近

隣
で
捜
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
双
方
か
ら
捜
せ
ば
見
つ
か
る
か
。

微
か
で
も
期
待
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

携
帯
電
話
の
無
い
時
代
で
し
た
の
で
、
公

衆
電
話
の
あ
る
店
に
よ
っ
て
は
先
方
に
確

認
の
電
話
を
入
れ
ま
す
が
、
良
い
返
事
は

返
っ
て
き
ま
せ
ん
。
夕
方
近
く
に
な
り
、

今
後
ど
う
す
る
か
雇
い
主
の
家
で
話
し
合

う
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
近
所
の
協
力
者
が

通
報
を
く
れ
ま
し
た
。
雇
い
主
の
裏
山
の

一
角
で
自
殺
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
れ
と
ば
か
り
に
そ
の
場
所
に
向
か
い
ま

し
た
。
細
い
木
に
紐
を
ゆ
わ
い
、
首
に
回

し
て
座
っ
た
状
態
で
坂
か
ら
す
れ
落
ち
、

そ
の
反
動
で
首
の
紐
が
絞
ま
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
年
寄
り
に
も
「
自
死
す
る
力

が
残
さ
れ
て
い
る
」
と
、
私
は
初
め
て
知

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
元
雇
い
主

は
「
俺
達
の
恩
を
仇
で
返
し
や
が
っ
て
」

と
怒
り
を
こ
ら
え
て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ
さ

ん
の
「
望
郷
の
念
」
と
は
生
ま
れ
福
島
で

は
な
く
、
50
年
近
く
生
活
し
て
き
た
雇
い

主
の
「
家
族
」
や
「
在
郷
」
で
あ
っ
た
と

は
。「
あ
の
家
族
」
か
ら
「
そ
の
地
」
か
ら

見
離
さ
れ
た
と
い
う
絶
望
感
の
重
さ
に
思

い
至
る
に
は
私
が
若
す
ぎ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
私
が
専
ら
雇
い
主
の
声

を
中
心
に
Ｓ
さ
ん
の
入
所
を
勧
め
て
き
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
さ
ん
の
深
い

プロフィール

高橋　紘一
昭和18年　那須町生まれ
養護老人ホーム勤務　13年
軽費老人ホーム勤務　２年
特別養護老人ホーム勤務　７年後、
生きいきの里創設に関わる
平成 8 年　開設　施設長
平成13年　国際医療福祉大学　福祉学科

臨床教授として勤務
平成20年　退職
現在　社会福祉法人　悠々の郷　理事長

哀
し
み
の
届
か
ぬ
ま
ま
に
、
私
は
警
察
署

で
事
情
聴
取
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。現

在
、
地
域
密
着
型
施
設
が
多
種
つ
く

ら
れ
て
、「
住
み
慣
れ
た
地
で
過
ご
し
た
い
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
ま
す
が
、

私
達
の
心
の
「
ふ
る
さ
と
」
は
ほ
ん
と
う

に
「
そ
こ
か
」。
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国保ヘルスアップ事業を活用した
特定健診受診勧奨者への
          訪問指導事業の試み

■
ま
ち
の
概
要
■

小
山
市
は
県
南
部
に
位
置
し
、
東
京
圏

か
ら
約
60
㎞
の
鉄
道
、
国
道
の
交
差
す
る

交
通
の
要
衝
に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
、
平

成
23
年
４
月
１
日
現
在
１
６
４，

６
２
０

人
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
県
下
第
２

位
の
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
は
じ
め
に
■

小
山
市
で
は
、
40
歳
及
び
50
歳
代
か
ら

生
活
習
慣
病
関
連
デ
ー
タ
が
悪
化
し
て
い

た
こ
と
に
着
目
し
、
特
定
健
診
に
お
い
て

要
精
検
と
判
断
さ
れ
た
者
に
対
し
、
訪
問

指
導
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
訪
問
を
看
護
師
が
行
い
、
保
健

師
は
そ
の
結
果
を
受
け
、
指
導
媒
体
の
作

成
や
デ
ー
タ
分
析
、
評
価
項
目
の
検
討
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
事
業
が
、
精
密
検
査
受
診

率
及
び
受
診
時
期
、
さ
ら
に
は
対
象
者
自

身
の
行
動
変
容
並
び
に
検
査
値
改
善
に
つ

い
て
効
果
が
あ
る
か
分
析
を
行
い
ま
し
た

の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

■
実
施
内
容
■

平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
国
保
の
特
定

健
診
の
結
果
、
血
圧
・
脂
質
代
謝
・
血
糖

の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
で
要
精
検
に
な
っ

た
40
歳
か
ら
59
歳
の
者
を
対
象
に
、
訪
問

指
導
員
（
看
護
師
）
が
、
精
密
検
査
受
診

勧
奨
及
び
生
活
習
慣
改
善
の
指
導
を
実
施

し
ま
し
た
。
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
特
定

保
健
指
導
の
支
援
方
法
を
参
考
と
し
、
動

機
付
け
し
や
す
い
健
診
結
果
返
却
時
に
初

回
面
接
を
行
い
、
そ
の
後
６
か
月
間
で
３

回
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
支
援
方
法
は
、

対
象
者
の
希
望
や
生
活
状
況
に
合
わ
せ
、

訪
問
、
面
接
、
電
話
の
い
ず
れ
か
と
し
ま

し
た
。
指
導
終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

保健師活動報告

小山市健康増進課 大 関　愛

し
、
生
活
習
慣
改
善
の
状
況
に
つ
い
て
分

析
し
、
さ
ら
に
翌
年
の
受
診
結
果
を
確
認

し
ま
し
た
。

■
結
　
　
果
■

対
象
者
464
人
の
う
ち
、
介
入
群
（
訪

問
・
面
接
・
電
話
の
い
ず
れ
か
で
１
回
以

上
介
入
し
た
者
）
は
420
人
（
90
・
５
％
）

で
し
た
。
非
介
入
群
（
拒
否
・
不
通
）
は

44
人
（
9.5
％
）
で
し
た
。
精
密
検
査
受
診

率
に
つ
い
て
、
介
入
群
と
非
介
入
群
を
比

較
す
る
と
、
精
密
検
査
を
受
診
し
た
者
は
、

非
介
入
群
28
・
６
％
に
対
し
、
介
入
群
が

62
・
２
％
と
有
意
に
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
（
図
①
）。
ま
た
、
初
回
面
接
を
実
施
し

Pちゃん
みんなの元気がおやまの元気

（図①）



36

た
者
、
訪
問
に
よ
る
指
導
回
数
が
多
い
者

の
ほ
う
が
、
受
診
率
が
高
い
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
早
期
受
診
の
観
点
か
ら
み
た

場
合
、
１
〜
２
ヶ
月
未
満
の
早
期
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
い
た
者
は
、
非
介
入
群

の
20
・
０
％
に
比
べ
、
介
入
群
が
41
・

７
％
で
し
た
（
図
②
）。
介
入
群
の
指
導
方

法
別
に
精
密
検
査
受
診
状
況
を
み
る
と
、

介
入
群
の
う
ち
訪
問
又
は
面
接
を
２
回
以

上
実
施
し
た
者
は
、
52
・
７
％
と
さ
ら
に

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
（
図
③
）。

行
動
変
容
の
結
果
で
は
、
栄
養
面
67
・

０
％
、
運
動
面
52
・
２
％
が
改
善
し
て
お

り
、
ど
ち
ら
も
女
性
の
方
が
高
い
傾
向
が

み
ら
れ
ま
し
た
（
図
④
）。
ま
た
、
訪
問
・

面
接
回
数
が
多
い
方
が
男
女
共
に
改
善
率

が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的

な
生
活
習
慣
改
善
行
動
と
し
て
は
、「
毎
日

体
重
を
計
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
階
段
を

使
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」
等
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
訪
問
指
導
前
後
の
健
診
結
果
を

両
群
で
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
検
査
項

目
（
血
圧
・
脂
質
代
謝
・
血
糖
）
も
有
意

な
差
は
観
察
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
考
察
■

訪
問
指
導
事
業
は
、

精
密
検
査
の
受
診
率
向

上
及
び
早
期
受
診
、
ま

た
、
対
象
者
自
身
の
行

動
変
容
に
も
大
き
な
効

果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
効
果
に
影
響
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

要
因
に
つ
い
て
整
理
し

て
み
る
と
、「
健
診
結

果
返
却
時
に
実
施
し
た

効
果
的
な
初
回
面
接
」

「
信
頼
関
係
を
基
盤
と
し
た
継
続
支
援
」

「
対
象
の
希
望
に
そ
っ
た
支
援
形
態
」「
地

域
で
開
催
し
て
い
る
教
室
や
セ
ル
フ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
き
る
生
活
日
記
な
ど
の
効
果

的
な
活
用
」
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

指
導
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、

「
自
分
の
体
な
の
に
、
訪
問
指
導
員
か
ら
何

度
も
連
絡
を
い
た
だ
き
、
頑
張
ろ
う
と
よ

り
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」「
訪
問
指
導

員
が
側
で
見
守
り
寄
り
添
っ
て
い
て
く
れ

た
か
ら
頑
張
れ
た
」
等
の
声
が
き
か
れ
ま

し
た
。■

ま
と
め
■

今
後
の
課
題
と
し
て
、
非
介
入
群
や
訪

問
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
精
検
未
受
診
だ
っ

た
者
に
つ
い
て
の
分
析
、
自
営
業
を
中
心

と
し
た
国
保
の
生
活
状
況
に
合
わ
せ
た
支

援
形
態
の
構
築
、
支
援
方
法

の
妥
当
性
の
検
証
及
び
行
動

変
容
を
促
す
訪
問
指
導
員
の

指
導
技
術
の
向
上
、
継
続
的

な
検
査
デ
ー
タ
の
確
認
、
よ

り
長
期
的
に
行
動
変
容
を
促

す
支
援
方
法
の
検
討
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
を
実
施
し
、
多

く
の
事
例
と
関
わ
っ
た
こ
と

で
、
改
め
て
、
生
活
習
慣
病

予
備
群
の
受
診
行
動
や
生
活

習
慣
改
善
に
結
び
つ
け
る
た

め
に
は
、
支
援
者
の
継
続
的
か
つ
き
め
細

や
か
な
保
健
指
導
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
効
果
的
な

事
業
と
し
て
い
け
る
よ
う
課
題
に
対
応
し

な
が
ら
、
小
山
市
の
生
活
習
慣
病
予
防
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（図②）（図③）

（図④）
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さくらさくら市健康祭り市健康祭りさくら市健康祭り

保険者だより

昨年10月31日日に

を実施しました！
　市民に健康への関心を高めてもらおうと、市の文化祭である「ゆめ！さくら博」に「さく
ら市健康まつり」を出展しました。
　当日は市内医師による健康相談コーナーや、各種保険のPRコーナーを設け、来場者に健康
への意識向上を促しました。
　来場者からは「普段はなかなか知ることの出来ない自分の体の状態がわかったのが良かっ
た。お医者さんからのアドバイスを参考に今後の生活を考え直したい」との意見が聞かれま
した。

当日のメニュー当日のメニュー当日のメニュー当日のメニュー当日のメニュー

20代の健康診査体験
歯の健康相談コーナー
肺・タバコ・コーナー
健康相談アドバイス
女性医師による子宮頸がん検診
国民健康保険相談
介護保険相談
地域包括支援センターコーナー

★
★
★
★
★
★
★
★

骨密度測定を受ける参加者

「8020」運動の優秀者表彰
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国 保 医 療 課 だ よ り

定期異動で新たなメンバーを迎えた国保医療課医療保険担当です。
平成23年度もよろしくお願いいたします。  

メンバー紹介１

新任者紹介2

職

（後列）左から
　　根本主任、篠﨑主査、堀主事、
　　吉原主査、藤野主事、
　　半田医療給付専門嘱託員 

（前列）左から
　　渡邉主査、永井課長、篠崎主幹、
　　人見課長補佐

①Ｏ型　おとめ座
②天文など。
③「ストレスやプレッシャーと友達にならなきゃいかん」って楽天の星野
　監督が言ってました。
④「オネアミスの翼」です。
⑤まだ分からないことだらけですが、お役に立てるようにがんばります。

①B型　射手座
②スポーツ観戦（サッカー、野球など何でも）・カフェ・ピアノ
③美味しい物を食べながら、沢山語ってストレス解消！
④有川　浩　「海の底」　　　　　　　　　
⑤不安な毎日ですが、国保の制度など日々勉強して早く仕事に慣れたいです。

篠﨑主査

堀主事

（①血液型・星座　②趣味・特技　③ストレス解消法　④お薦めの本・映画等　⑤国保事務に携わっての感想・意見等）

課長

主幹兼課長補佐
（総括）
課長補佐

（医療保険担当）

主査

主査

氏　名

永井　茂明

篠崎　良雄

人見　和博

渡邉　　保

吉原　佳子

在課年数

１年０月

１年０月

４年０月
  
２年０月

１年０月

職

主査

主任

主事

主事

医療給付
専門指導員

氏　名

篠﨑　泰英

根本　純子

藤野　稔央

堀　布祐美

半田佳津雄

在課年数

０月

２年０月

２年０月

０月

４年０月

平成23年４月現在
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①星座　②血液型　③今一番挑戦したいこと　④今一番気になること　⑤趣味・特技　⑥座右の銘・好きな言葉
⑦健康法・ストレス解消法　⑧夢　⑨町（街）の自慢をしてください　⑩国保事業に携わっての感想・意見

国保経験年数　2年 1月
生年月日　Ｓ60．9．10
①　おとめ座
②　B型
③　女子力アップ
④　家の２匹の猫が年老いてきたこと。
⑤　最近は夜な夜なお菓子作りをしてい
ます…。
⑥　一期一会
⑦　県内のお蕎麦屋さんを巡ること。おい
しいお店教えてください！！
⑧　“国保担当者ハンドブック”の暗記
⑨　大平山の謙信平から眺める景色が
最高です。富士山やスカイツリーや私
の家も見えますよ！
⑩　2年やってもまだわからないことだら
けで、勉強の毎日です。とても奥深い仕
事だと思います。

菅 沼　絵 里 橋 本　朋 子
すが ぬま え り はし もと とも こ

栃木市
大平総合支所  生活環境課  保険医療担当

主　　事

国保経験年数　2年 1月
生年月日　Ｓ60．9．21
①　おとめ座
②　O型
③　全国各地の名所をめぐること
④　スマートフォンに変えようか検討中
⑤　音楽、映画鑑賞
⑥　花鳥風月、有言実行
⑦　よく食べ、よく寝て、よく遊ぶこと
⑧　船で世界一周の旅
⑨　日本で１番のサシバの生息地であ
り、本州最大級規模の芝ざくら公園が
あります。ぜひ自然豊かな市貝町に遊
びにお越し下さい。
⑩　国保事業に携わって３年目となります
が、今年度、初めて担当する業務もあり、
まだまだ学ぶことが多いです。さらに理
解を深めていけるよう頑張っていきたい
です。

市貝町
町民くらし課　国保年金係

主　　事
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リ
ポ
ー
ト

平
成
23
年
２
月
４
日
（
金
）、
栃
木
県
本

町
合
同
ビ
ル
９
階
国
保
連
合
会
大
会
議
室

に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
徴

収
事
例
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
会
は
県
と
国
保
連
合
会
の
共

催
に
よ
り
国
保
税
の
収
納
率
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
保
険
者
及
び

県
税
事
務
所
よ
り
約
50
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。事

例
発
表

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
秋
澤
重
男
氏
を

講
師
と
し
、
研
究
会
を
開
催
し
た
。
午
前

中
は
、『
事
例
研
究
〜
実
践
！
収
納
率
向
上

に
む
け
て
〜
』
と
題
し
、
滞
納
案
件
へ
の

具
体
的
な
対
応
や
徴
収
の
取
組
状
況
に
関

す
る
事
例
研
究
と
し
て
、
平
成
22
年
度
に

本
会
よ
り
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し

た
宇
都
宮
市
・
塩
谷
町
の
２
市
町
か
ら
、

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
指
導
を
受
け
た

事
例
や
収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
組
み
状

況
に
つ
い
て
発
表
を
い
た
だ
い
た
。
発
表

者
か
ら
は
具
体
的
な
滞
納
案
件
の
処
理
経

過
を
発
表
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
徴
収
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
を
受
け
た
感
想
と
し

て
、「
滞
納
案
件
の
処
理
方
針
に
つ
い
て
的

確
な
助
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
滞
納

処
分
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
職
員
の
徴
収
に
対

す
る
意
識
向
上
が
図
れ
た
。
指
導
内
容
を

今
後
の
徴
収
事
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

よ
り
質
疑
を
受
け
、
秋
澤
氏
よ
り
事
例
に

つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
滞

納
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。

模
擬
折
衝

午
後
は
、『
模
擬
折
衝
〜
悪
質
滞
納
者
と

の
応
対
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜
』
と
題

し
、
模
擬
折
衝
を
行
な
っ
た
。
参
加
者
は

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
事
例
に
対
す

る
対
応
策
を
検
討
し
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
市
町
職
員
役
及
び
滞
納
者
役
を
出
し
、

滞
納
者
に
対
す
る
応
対
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
事
例
に
つ
い
て
は
、「
分
納

額
の
増
額
を
要
す
る
ケ
ー
ス
」
や
「
差
押

解
除
を
求
め
る
滞
納
者
」
を
想
定
し
た
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
滞
納
者
役
の
迫
真
の
演
技
に
驚
嘆
す

る
声
と
と
も
に
、
市
町
職
員
役
の
冷
静
か

つ
的
確
な
対
応
に
感
心
す
る
声
が
聞
か
れ

た
。
ま
た
、
秋
澤
氏
よ
り
各
ケ
ー
ス
に
対

す
る
対
応
策
に
つ
い
て
、
助
言
等
を
い
た

だ
い
た
。

国
保
税
収
納
率
向
上
に
向
け
て

こ
の
研
究
会
で
は
、
事
例
発
表
を
通
じ

徴
収
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
が
図
れ
る
と
と

も
に
、
多
様
化
す
る
滞
納
者
に
対
応
す
る

た
め
の
応
接
技
術
を
磨
く
こ
と
で
、
よ
り

実
践
的
な
滞
納
処
分
に
繋
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
更
な
る

国
保
税
収
納
率
支
援
を
図
る
べ
く
、
参
加

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
有
意
義
な
研
究

会
と
な
る
よ
う
企
画
・
運
営
に
努
め
て
い

き
た
い
。

平
成
22
年
度

国
民
健
康
保

国
民
健
康
保
険
料（
険
料（
税
）
税
）    

徴
収
事
例
研
究
会

徴
収
事
例
研
究
会

国
民
健
康
保
険
料（
税
）  

徴
収
事
例
研
究
会

秋澤　重男氏プロフィール
昭和25年　栃木県生まれ
昭和43年　栃木県に入庁　（鹿沼県税事務所に配属）
平成３年　自治大学校税務専門課程（特別コース）修了
平成12年　地方税徴収マニュアル作成（滞納処分（換価）担当）
平成14年　総務省自治税務局長表彰受賞
平成16年　宇都宮県税事務所特別徴収指導班長として着任
平成19年　足利県税事務所長として着任
平成20年　総務大臣表彰受賞
平成21年　経営管理部参事兼栃木県税事務所長として着任
平成22年　税務経理（時事通信社発行）3月12日号「私の苦心

（第二次納税義務の追及）」寄稿
定年退職（税務行政42年）

事例研究「実践！　収納率向上に向けて」

模擬折衝「悪質滞納者との応対をシュミレーション」

秋澤 重男 氏
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リ ポ ー ト

平
成
23
年
２
月
15
日
（
火
）、
栃
木
県
本

町
合
同
ビ
ル
９
階
国
保
連
合
会
大
会
議
室

に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
少
子
高
齢
化
の
急

速
な
進
展
や
景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
る
医

療
費
の
増
高
、
保
険
税
の
収
納
率
の
低
下

な
ど
に
よ
る
国
保
財
政
の
窮
迫
な
ど
、
国

保
の
直
面
す
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
事
業

の
健
全
な
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
県
内
市

町
よ
り
約
30
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
、「
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
国
民
健
康
保

険
中
央
会
坪
田
忠
雄
総
務
部
長
よ
り
、
国

保
を
取
り
巻
く
状
況
と
最
近
の
動
向
に
つ

い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
平
成
23
年

度
以
降
の
の
国
保
制
度
運
営
の
見
直
し
と

し
て
、
国
保
料
（
税
）
の
賦
課
限
度
額
の

引
上
げ
や
出
産
育
児
一
時
金
の
見
直
し
等
、

全
８
項
目
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
代
わ
る

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
と
し
て
、
平
成

22
年
12
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
「
高
齢
者

医
療
制
度
改
革
会
議
」
に
お
け
る
最
終
取

り
ま
と
め
を
も
と
に
説
明
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
現
行
制
度
を
平
成
25
年

３
月
に
廃
止
し
、
第
一
段
階
と
し
て
、
高

齢
者
を
国
保
と
被
用
者
保
険
に
戻
し
た
う

え
で
75
歳
以
上
の
国
保
を
都
道
府
県
が
財

政
運
営
し
、
第
二
段
階
と
し
て
、
全
年
齢

で
の
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
に
つ
い
て

は
平
成
30
年
度
を
目
標
と
す
る
。
都
道
府

県
と
市
町
村
の
分
担
と
責
任
を
明
確
に
し

つ
つ
、
共
同
運
営
す
る
仕
組
み
と
す
る
と

し
、
新
制
度
に
お
け
る
事
務
分
担
や
費
用

負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
い
た
。

続
い
て
、「
栃
木
県
市
町
村
国
民
健
康
保

険
広
域
化
等
支
援
方
針
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課
人

見
副
主
幹
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
こ

の
支
援
方
針
は
平
成
22
年
５
月
の
国
民
健

康
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
国

保
事
業
運
営
の
広
域
化
又
は
国
保
財
政
の

安
定
化
を
推
進
す
る
た
め
の
市
町
村
に
対

す
る
支
援
方
針
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
22
年
11
月

に
策
定
さ
れ
た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、

国
保
財
政
の
安
定
化
を
図
る
べ
く
保
険
税

の
収
納
状
況
の
改
善
に
関
し
て
必
要
な
措

置
中
心
に
盛
り
込
ん
だ
と
し
、
保
険
者
規

模
別
の
収
納
率
目
標
を
設
定
し
、
目
標
値

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
市
町
へ
の
助
言
指

導
を
行
う
こ
と
、
ま
た
収
納
率
の
低
下
傾

向
が
著
し
い
な
ど
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
市
町
に
対
し
て
は
、
本
会
の
徴

収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
の
活
用
等
に

よ
る
滞
納
発
生
要
因
の
評
価
・
分
析
を
踏

ま
え
、「
収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
求
め
る
な
ど
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
他
都
道
府
県
の
広
域
化
等
支
援
方
針

の
策
定
状
況
に
つ
い
て
も
説
明
を
い
た
だ

い
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
国
保
を
取
り
巻
く
全

国
的
な
課
題
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
本

県
の
課
題
を
認
識
で
き
た
」
な
ど
の
声
が

あ
っ
た
。

国民健康保険中央会　坪田忠雄総務部長

栃木県保健福祉部国保医療課　人見和博副主幹

平成 22年度
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●
●
●
●
●
●
●
●

ドロドロドロドロ？

サラサラサラサラ

ドロドロ？

知って得する身近な健康情報

あなたの血液は・・・？

つまってしまう前に、血液を　　　　　　 にしましょう

血管の老化が早まります

欧米型の食事が多いと
　　　　　ちょっと心配

お

さ

か

な

す

き

や

ね

ストレスをためないようにする
歩く距離をふやす
飲みすぎない
ぬるめの風呂に入り、水分の補給を忘れないようにする

●
●
●
●

あとは・・・

（国保連合会　管理栄養士）

お茶

魚

海藻

納豆

酢

きのこ

野菜

ねぎ

……

………

……

……

………

…

……

……

緑茶に含まれるカテキン･･･コレステロールを下げる

いわゆる青魚。悪玉コレステロールを減らし、善玉コレステロールを増やす

食物繊維がコレステロールを排出する　　　　　　

大豆製品。血管をしなやかにする

アミノ酸が脂肪の分解を促進する

エネルギーが低く、食物繊維も含んでいる

食物繊維・ビタミンＡ・Ｃ・Ｅが、脂肪が悪玉になるのを防ぐ

玉ねぎも含む。ねぎに含まれる成分が血液のドロドロ化をやわらげる

サラサラ

ドロドロになるのは･･･ドロドロになるのは･･･ドロドロになるのは･･･

伝統的な和食が
　効果的と言われています

サラサラにするには･･･サラサラにするには･･･サラサラにするには･･･

覚えておくと、これからの食生活におおいに役立つと思います。　

血液ドロドロを防ぐために、こんな食材を心がけてとるといいですよ血液ドロドロを防ぐために、こんな食材を心がけてとるといいですよ血液ドロドロを防ぐために、こんな食材を心がけてとるといいですよ

おさかなす きやね
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第三者行為損害賠償求償事務コーナー

第三者行為求償事務とは
　交通事故等、第三者（加害者）の不法行為によって生じた保険給付について、保険者等が立
て替えた医療費等を加害者に対して損害賠償請求することです。
　国保連合会では、保険者等が加害者に対して有する損害賠償請求権に係る損害賠償金の徴
収、収納事務の委託を受けて共同処理事業を実施しておりますので、対象事案の早期発見及び
届出をお願いいたします。

国保連合会へ委任する際の提出書
　1事故1被保険者等ごとに次の書類を提出します。

委任をする際には
●被保険者から第三者求償に係る届出を受けた際には、親切・丁寧かつ冷静な事情聴取、保
険給付等の主旨説明、示談に際しては、被保険者等に安易な示談や権利放棄をしないこと
を説明するとともに、保険者等への事前連絡を十分に行う等の指導をお願いいたします。
●一般的に交通事故等による求償の場合、まず医療保険から給付が行われ、その後介護保険
に移行する場合もありますので、各担当間での密接な連携をお願いいたします。

　第三者行為に関する疑問な点、不明な点は、本会求償事務担当者及び求償専門員がご相談に
応じます。
　また、交通事故以外の事務にかかる具体的な求償事務についても、弁護士による相談事務を
月2回実施しております。どんなことでもお気軽にご相談ください。
　なお、相談事案がある場合には、事前に国保連合会あてご一報願います。

様式第2号
様式第3号
様式第4号
―
―
―
―
―
―

様式番号
委任状
事故発生状況報告書
第三者の行為による被害届
交通事故証明書　（原則原本）
診療報酬明細書等（写）
人身事故証明書入手不能理由書 ※
念書
誓約書
その他事故の参考となる書類

提出書類

※人身事故証明書入手不能理由書は、次に該当する場合には提出してください。
　・交通事故証明書が物件事故扱いの場合
　・交通事故証明書に被害者名が無い場合

事業振興課　共同事業担当　TEL：028－622－7815　FAX：028－622－7281

第三者行為に関するお問い合わせ
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栃木駅栃木駅

文化会館文化会館

図書館図書館

満福寺満福寺

うづま公園うづま公園

横山郷土館横山郷土館

栃木栃木
市役所市役所

栃木高校栃木高校 デパートデパート

岡田記念館岡田記念館

第二公園第二公園
神明宮神明宮

山本有三ふるさと記念館山本有三ふるさと記念館
近龍寺近龍寺

交番交番
東武日光線東武日光線

両毛線両毛線
郵便局郵便局

銀行銀行

巴波 川

神社神社

常磐橋常磐橋

第二小学校第二小学校

み
つ
わ
通
り

開
明
橋

大
通
り 栃木警察署栃木警察署

郵便局郵便局

銀行銀行

栃木市郷土参考館栃木市郷土参考館

第一小学校第一小学校 倭橋

幸来橋

蔵の街観光館蔵の街観光館
あだち好古館あだち好古館

万町交番万町交番

蔵の街郵便局蔵の街郵便局

開運橋

翁島

栃木駅

文化会館

図書館

満福寺

山車会館

うづま公園

横山郷土館

栃木
市役所

栃木高校 デパート

岡田記念館

塚田塚田
歴史伝説館歴史伝説館
塚田
歴史伝説館

蔵の街蔵の街
美術館美術館
蔵の街
美術館

第二公園
神明宮

山本有三ふるさと記念館
近龍寺

交番 東武日光線

両毛線
郵便局

巴波 川

神社

常盤橋

第二小学校

み
つ
わ
通
り

開
明
橋

大
通
り 栃木警察署

郵便局

栃木市郷土参考館

第一小学校 倭橋

幸来橋

蔵の街観光館
あだち好古館

万町交番

蔵の街郵便局

開運橋

岡田記念館岡田記念館岡田記念館

塚田歴史伝説館塚田歴史伝説館塚田歴史伝説館

横山郷土館横山郷土館横山郷土館

蔵の街美術館蔵の街美術館蔵の街美術館

山本有三ふるさと記念館山本有三ふるさと記念館山本有三ふるさと記念館

近龍寺近龍寺近龍寺

神明宮神明宮神明宮

蔵の街遊歩道蔵の街遊歩道蔵の街遊歩道

JR栃木駅　⇒ 　塚田歴史伝説館　⇒ 　横山郷土館　⇒　栃木市郷土参考館 ⇒ 蔵の街美術館
⇒　岡田記念館 ⇒　山本有三ふるさと記念館　⇒　近龍寺　⇒　神明宮 ⇒　JR栃木駅

今回のウォーキングコース 約6.8㎞

蔵のある風景を求めて
今回は、「蔵の街」として知られている栃木市を

訪れました。栃木市が蔵の街として発展してきた要
因として栃木市が商都であったこと、また、市の中
心を流れる巴波川（うずまがわ）の舟運による江戸
との交易にあるそうです。江戸からは日光御用の荷
や塩など、栃木からは木材や農作物などが運ばれ、

江戸の初期から次第に交易が盛んになり、江戸の終期には栃木の商人は隆盛を極めたそうです。その豪
商は、巴波川の両岸に沿って白壁の土蔵を建てていたそうです。
今回は、そんな歴史を感じさせるウォーキングコースより、今回のベストポイントをご紹介いたします。
JR栃木駅より一路北へ向かうと、すぐに「蔵の街遊歩道」が見えてきます。そこには、街の中心を流

れる巴波川と柳並木から成る静かな風景がありました。川沿いに300ｍほど歩いていくと、120ｍにも及
ぶ白壁土蔵と黒塀が見えてきます。そこは現在「塚田歴史伝説館」として、江戸時代後期に木材回漕問
屋を営んでいた塚田家の土蔵を利用した記念館となっており、この「巴波川のほとり」と「塚田歴史伝
説館の黒塀」は、まさに栃木市を代表する景観のひとつでした！

歩歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

あのあの道このこの道あの道この道

「栃木市」といえば…
頭に浮かんでくるのは、栃木県南地区において有名な「じゃがいも入りやきそば」です。蔵の街
大通り沿いにも、お店が軒を連ねておりました。ウォーキングの途中に立ち寄ってみてはいかが
でしょうか。

おまけ
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３日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 真岡市
９日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
10日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
14日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 小山市
16日　審査委員会（16～19日） ９階会議室
21日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 矢板市
22日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
23日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室

第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
24日　栃木県柔道整復師療養費審査委員会（10：00～） 栃木県柔道整復師会
24日　事務部会（13：30～） ９階会議室　
28日　監事会 ９階会議室

１日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） さくら市
６日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 茂木町
７日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 壬生町
６日　理事会（10：00～） ９階会議室
８日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
14日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
16日　審査委員会（16～19日） 審査委員会会議室
21日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
22日　栃木県柔道整復師療養費審査委員会（10：00～） 栃木県柔道整復師会

介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
28日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
29日　通常総会（10：00～） 県総合文化センター

５日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 西方町
11日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
12日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
16日　審査委員会（16～19日） 審査委員会会議室
19日　レセプト点検調査事務助言（10：00～） 那須町

栃木県柔道整復師療養費審査委員会（10：00～） 栃木県柔道整復師会
22日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
25日　第三者行為損害賠償求償事務相談開設 田島二三夫法律事務所
26日　介護サービス苦情処理委員会（13：30～） ９階会議室
下旬　第28回「健康な町づくり」シンポジウム 未定（東京都）

全国市町村国保主管課長研究協議会 未定（東京都）

23
年
　
７
月

23
年
　
８
月

23
年
　
６
月
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今
年
度
の
機
関
誌
「
栃
木
の
国
保
」
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
は
、
栃
木
県
内
に
お
い
て
も
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
県
東
地
域
に
あ
る
私

の
自
宅
に
お
い
て
も
、
地
震
発
生
後
に
は

電
気
や
水
道
、
ガ
ス
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

ス
ト
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
塀
や
家
財
道

具
が
倒
れ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

普
段
は
災
害
に
対
し
て
危
機
感
が
全
く
な

か
っ
た
た
め
、「
明
日
か
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
る
な
か
、「
ま
ず

は
水
の
確
保
が
第
一
優
先
」
と
人
生
初
の

給
水
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
実
感
し
た

こ
と
は
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
想
い
で

し
た
。
普
段
は
地
域
の
方
々
と
す
れ
違
う

vol.61
2011.５ /SPRING/SUMMER

編集者　鈴木秀和
発行者　栃木県国民健康保険団体連合会

〒320-0033 宇都宮市本町３番９号
1028-622-7242

印刷所　㈱松井ピ・テ・オ・印刷
〒321-0904 宇都宮市陽東五丁目９番21号
1028-662-2511/FAX028-662-4278

編 

集 

後 

記

と
き
に
挨
拶
を
す
る
程
度
で
し
た
が
、
自

宅
の
被
害
の
後
片
付
け
を
し
て
い
る
と
、

親
身
に
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、「
こ
う
い
う
と
き
は
お

互
い
様
だ
か
ら
」
と
一
緒
に
な
っ
て
後
片

付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
の
協
力
に
感
謝
の
念
を
抱
く
と
と
も

に
、
そ
の
温
か
さ
に
触
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

最
後
に
、
本
会
機
関
誌
に
お
い
て
も
、

様
々
な
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
作
成
し
て

お
り
ま
す
。
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
よ
り
良
い
機
関
誌
作
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｎ
・
Ｋ
）

本会ホームページをリニューアルいたしました。
　この度、本会ホームページをリニューアルいたしましたので、是非ご覧下さい。
  （URL ： http://www.tochigi-kokuho.jp/index.html）

お 知 ら せ

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
安
全
・
健
康
と
、
一
日

も
早
い
復
旧
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。





あなたは何を選びますか？

株式
会社松井ピ･テ･オ･印刷
本社/〒321-0904 栃木県宇都宮市陽東五丁目9番21号
tel .028（662）2511（代）　fax.028（662）4278
URL http://www.pto.co.jp/pto/　 E-mail s@pto.co.jp

紙、フィルム、CD・DVD、テレビ、ビデオ、インターネット・・・
自由にメディア（媒体）をお選びください。

メディアに合わせて、あなたの「伝えたい」を「カタチ」にいたします。

PTO
Matsui
Visual Printing

ISO 9001 審査登録
（株）松井ピ・テ・オ・印刷

本社／平出工場
JCQA-1327

QMS REGISTERED FIRM

JAB認定番号 Ｒ003
QMS Accreditation

［ISO9001認証取得］ ［ISO14001認証取得］
ファクティスは環境マネジメントシステムISO14001の
認証取得工場です　　　登録番号：EC00J0240

特定労働者派遣事業
（特09-300068）


